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Abstract

AComprehensiveStudyofthe``JobodainTempleDocuments"

FUKUDAEij三ro

Thisisanlnterlmreportabou亡thestudyofthe``JobodainTempleDocuments.',TheJobodaln

TempleISashortnamefortheJakushosanEnjojiJobodainTemplethatwasallegedlyfoundedby

Saicho,DenkyoTaishl(GreatTeacherWhoTransmitstheTeachings),andissituatedatpresent-day

Kashiwabara,SantotownofSakatacountyinShigaprefecture.Thistemplewasoneofthetempter

caned``Dangisho"(PlaceforDiscussion)oftheTendaisectofBuddhismwherepursuitoflearning

wasvalued,anditflourishedinthemedievalperiod.Thetemplestoredmanytreasuressuchasadraw一

ingofaBuddhistimageoftheKamakuraera,whichwasdesignatedasanimportantculturalproper一

ty.Asforwrittenmaterialssuchasancientdocuments,itheldmorethantwothousanddocuments

fromthemedievalandpre-modernperiodstothenlodernperiod ,althoughtheyhavenotbeen

thoroughlyanalyzed.

ThereprintedversionofthemedievaldocumentsrestoredattheJo1〕odainTemple
,whichwere

transcribedin188E(twenty-firstyearoftheMeijiera),aredisplayedattheInstituteforCompiiatior.

ofHistoriographicalMaterials.Thedocumentsareconsistedoftwenty-onerecords .Subsequently,

aboutfiftymedievaldocumentsappearedin``AHistoryofSakataCounty ,"``ARevisedHistory .of

OmiSakataCountジ,and``AHistoryofSantoTown."The``JobodainTempleDocuments"cametc

beusedinvariouswaysindescribingIocalhistoriesoftheregion.

The"JobodalnTempleDocuments"areconsistedQthanded-downdocuments ,whichappeared

intherepr三n亡edversionandinthelocalhistories,②handed-downdocumentswhichhavenotbeenex一

amined,③handed-d。wnclassicalbooksandBuddhistscripturesandthelike ,④medievaldocuments

whicharenewlydiscovered,⑤documentsseparatelyrestoredattheLibraryofHiroshimaUniversity

andtheMitsuiArchives.Iwasengagedintheresearchinallofthesedocument,andstudiedabout

themcomprehensively.

Consequently,(1)madebibliographicallistsofeachgroupofdocuments,andcompiledthem

chronologicallyinthedividedthreepartsofthemedievaldocuments,thepre-modernandmodern

documents,andclassicalbooksandBuddhistscriptures.(2)Imadethetranscribedmanuscriptsofall

themedievaldocuments.(3)11nadethetranscribedmanuscriptsjudicianyselectedfromthedocu一

mentsofthepre-modernandmodernperiodsandfromtheclassicalbooksandBuddhistscriptures .In

thispaper,Ihavesubmittedthereportsofachronologica董listofthemed量evaldocumentsanda
,

chronologicallistofthepre-modernandlnoderndocumentsinthebookform.Theotherresu垂tsfrom

theresearchunderdiscussionwillbepublishedonsomefutureoccasion.
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《重点個人研究》

r成菩提院文書』の総合的研究

福 田 榮次郎

一 は じめに

本稿はr成 菩提院文書』の総合的研究の中間報告である。ここで とりあげる成菩提院は,現 在は滋

賀県坂田郡山東町柏原に所在する天台宗の寺院である。寂照山円乗寺成菩提院といい,伝 教大師最澄

の開基と伝えられ,嵯 峨天皇の勅願寺であった といわれているω。鎌倉時代以来の寺宝 として,国 重

要文化財 「絹本著色浄土曼茶羅図」・「絹本著色聖徳太子像」・「絹本著色不動明王二童子橡」・「金堂雲

形孔雀 文磐」,県 重要文化財 「絹 本著色普賢菩薩像」・「大般若経 」等 々が伝来さ;れて お り,鎌 倉時代

'に は栄えていた ようであ る
。 その後嘉暦 元年(1326)に は越前の平泉寺 との争いな どがあ り,一 時

衰退することがあったようであるが,応 永年間に至 り,比 叡山西塔止宿東舞法師により再興されたと

いう②。 この とき談義所 を開き,成 菩提院を興すと共に談義所 として隆昌させ,柏 原談義所 と呼ば

れ,東 海道三箇談林の随一 と して知 られるようになった〔3)。

このような歴史をもつ寺院であるから,文 字史料 としての古文書や典籍 ・聖教類も多数蔵 している

であろ うことは想像され るの であるが,今 日までその調査 ・研究は必ず しも十分 に行われていなかっ

たように思われる。大原観音寺をは じめとする坂田郡の寺社文書の調査 ・採訪を進めるなかで,成 菩

提院は出来れば史料採訪を行ってみたいと考える有力候補の寺院であった。

なお,当 寺歴代の うち,貞 舜 を一世 とよんでお り,二 世住持慶舜,三 世住持春海 として,こ の三人

を 「柏原三代」とよんでいるが,こ の三人の時代に談義所 としての成菩提院は大きく発展 していった

ようであるω。 また,近 世初頭の天台僧 であ り,東 叡 山寛永寺を創始 し,日 光 山,東 叡山,比 叡 山の

三山を兼ね天台宗 を統管 した天 海僧正は,本 寺の二十世住持 をつ とめている(5)。

以下,本 稿では,は じめに成菩提院について述べ,次 に成菩提院文書の中世文書を考え,続 いて中

世文書の研究についてふれることにする。そして第四には成菩提院の近世文書(書 冊文書)に ついて

論述 し,お わ りにこの編年 目録の編纂 をめ ぐって一言 したい と思っている。

註

(1;成 菩提院については,『山東町史』本編 第7章 中世諸宗の展開 参照

②r本 朝高僧伝』巻17
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(3) r大f{本 寺院総覧』下巻

(L) 尾上寛仲 「柏原談義所の成立」(『叡光』sadl973)

(5) 「成菩提院住持録覚」 成菩提院所蔵

二 成菩提院の中世文書

成菩提院の古文書 は明治21年(1888)に 書写 された影写本が,東 京大学史料編纂所に架蔵 されて

い る 。 21点 収 められている(1}。なお,坂 田郡内の古文書で明治21年 に影 写された ものは,後 鳥羽神社

文書 ・総持寺文書 ・徳源院文書 ・蓮華寺文書等13ヶ 所 にのぼっている。史料編纂所 が組織的 に地域

的 に史料採訪を始めたのは明治18年 と考 えられるが〔2},滋賀県は明治19年,20年,21年 と連続 して採

訪 が行われている。滋賀県には多 くの史料があると考え られていたため と思われる。その後,こ の地

域の古文書にとって大きな意味をもつのはr近 江坂田郡志』膳近江国坂田郡志』の編纂 ・刊行であ

る 〔3)。 これには郷土のすぐれた歴史家中川泉三氏が大 きく関わっている。出来ばえのすぐれた郷土史

の一つに数え られている 贈近江国坂田郡志』'には,郡 内の貴重 な史料が豊富 に収め られているが,

成菩提院文書は伝来文書26点 と帳簿類や三井文庫所蔵の成菩提院文書が収録されている。

史料編纂所 では1958(昭 和33)年 から1963年 まで滋賀県下全都 にわたって史料採訪を行 ってい る

が, 成菩提院 には参上 していないようであるCこ の時の史料採訪に参加 した福田は,61年 に大原観

二音寺を訪れてお り
,こ れが御縁で,そ の後大原観音寺の彪大な古文書の調査に関わることになった。

そ してその大原観音寺住持林昭仁師に紹介 していただ き,1994年(平 成6)8月 成菩提院住持山 回智

順師にお会いす ることとな った。爾来成菩提院文書の調査が始め られ,今 日に及んでいる④。宝蔵庫

に収められている成菩提院文書は,文 書収納函 や各種の木箱 等に収め られた もの,紐 で一括 くくられ

た もの等 々多様な型である。文書収納函のものは多 くが上蓋 に函書があ り,文 書の整理 ・調査には便

利 して くれた。調査はまずこの現状 を崩 さずに,一 点鵬 点の文書名等を とりつつ,文 書目録をつ くる

こ とに した。

参考のためにその函書の若干を紹介することにする。

① (上蓋函書)「開山貞舜法印伝記 一冊

貞舜法印江清滝寺万徳房笑茸より譲状 二通

年中雑々帳 内貞舜法印託宣在 壱冊

俗諦成就巨細帳 二冊

虞海法印御代年中日記 二冊」

(タ テ36.3)(ヨ コ25.E)(高 サ6.7)

⑧ (上蓋函書)「(葵紋)御 朱印 江州柏原郷 成菩提院」

(函側面貼紙)「古記録」

(タ テ57.0)(ヨ コ18.0)(高 サ19.2)

⑳ 〔5)(上蓋函書)「貞舜慶舜自筆本 七帖見聞等」
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(函側面貼紙)「貞舜慶舜 自筆本 七帖見聞 原本等」

(タ テ35.4)(ヨ コ25.0)(高 サ17.4)

さて,こ の ような成菩提院文書の特徴的な こ とを二,三 指摘する と,先 ず第一 には典籍 ・聖教類 が

非常に多いということである。天台宗では談義所 と呼ばれる天台の教学をきわめる寺院があるが,成

菩提院は天台宗を代表する談義所の一つとして知られている。そこに典籍 ・聖教類が豊富にあるとい

うことは当然のことと思われる。さきにあげた上蓋函書にある 「貞舜慶薄 白筆才 七帖見聞等」とあ

るのは,「天台名四類聚妙」のことで,当 院住持一世の貞舜が応永年間に論述したものであ り,初 心

の学徒に愛読された天台教学の貴重な典籍のことである(s;。なお,印 信頼については予想以上に蔵さ

れているようであ る。次 に指摘 で きることは,成 菩提院文書 はかな り流出 してい るとい うこ とであ

る 。 現在その流出 として知 られているものには,三 井文庫に23点,広 島大学文学部に13点 がある。

これ以外 にも流出 し,所 在がわか らな くな っている もの もかな りあ るのではないか と思 われる。こう

した灘 員とは趣を異にするが,近 世初頭に天海僧正のもとに,成 菩提院架蔵の典籍 ・聖教がかなりお

くられているようである。

さらに成菩提院文書には中世の社会経済史研究に興味のある帳簿類が多 くあるということも指摘で

きるのではないかと思っている。疇近江国坂田郡志』にも帳簿類が偶点か載録されているが,そ れは

こうした帳簿を興味ある史料 と理解 してのことと思われる。 この度我々も 「緊急に学会にその存在を

報告することを目的として」成菩提院文書の帳簿6点 を翻刻 した(7}。なお,成 菩提院文書は今回の採

訪 ・調査によって,か なりの中世文書が新出したということも成菩提院文書を考えるとき大喜なこと

ではないかと思 っている。今回は特に近世文書群のなかから109点 の中世文書が現れたのである。紙

嵯で くくられた ものが三束 出て きた。一応現状 をその ままに して,A,B,Cの 三 つに分 けて整理 し文

書目録を採ることにした。大半が寄進状 と‡地売券であった。史料採訪においてこのような大量の新

出文書にあえることは誠に幸運な事だと思っている。これはひとえに史料採訪の機会をつ くっていた

だいたおかげである。また,『成菩提院文書』の調査 ・研究に際 しては,成 菩提院住持山口智順師な

らびに御家族の皆様には何か と御高配をいただいた。 ここにその旨を記 して心から御礼を申 し上げ

る 。

註

(1) 成 菩提院文書(3071.61/63)(『 史料編纂所図書 日録』・写本二)

(2) 福田榮次郎 「わが 『史料採訪』の旅」(『中世史料採訪記一史料論の展開と史料調査の旅一』所収 ぺりかん

社 1998)

(3) 『近江坂田郡志』全三冊(飯 田郡役所編1913)

贈近江国坂田郡志』全八冊(坂 田郡役所編1941～44)

中川泉三民については,太 田浩司 「二人の地方史研究家」(『歴史科学』i42号1195)参 照

(4) 山口智順 「福田先生にお会いして」(『中世史料採訪記一史料論の展開と史料調査の旅一』所収1998)

成菩提院史料採訪の事情についてのべられている。

(5) この①⑧…⑳とある番号は,今 回の整理に際 して附 したもので,特 に意味はない。一つの函に:本来の謹書以
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外のものが納められたり,函 書と現在所収のもの とが:全く異なる場合もある。文書の整理が終了した段階で,

これらの函の処理が一つの問題点となると思われる。

⑥P天 台宗全書 解説』第22巻

⑦ 湯浅治久 「〈史料紹介〉成菩提院所蔵 『年中日記』」(福田榮次郎編 『中世 ・近世地方寺社史料あ収集と史料学

的研究』〔科研費研究成果報告書〕所収)1999

三 成菩提院中世文書の研究

成菩提院文書が 騰近江国坂田郡志』 に掲載されてから,既 に半世紀近 くの歳月が経過 している。

この文書による研究成果も出てきているが,談 義所の研究や典籍 ・聖教類の蘇究が注目される。さき

にあげた 「柏原談義所の成立」を論 じられた叡山学院教授尾上寛仲氏は成菩提院について,柏 原談義

所について,典 籍 ・聖教について多様 な研究 をすすめ られてい るω。成菩提院を論 じては 「台密諸流

の一つに西山派があり」「此の流派の灌室は正覚院(比 叡山東塔),正 観院(同 西塔),宝 菩提院(京

都),成 菩提院(滋 賀県)に あ った」「成菩提院は柏原談i義所 として知 られ,且 つ西山流の灌室 と して

続いた」 と述べ られ ている(z)。そ して 「又談義所は止観業を中心 とした ものであるので,談 義所 の大

多数は台密の寺 とならず,逆 にいえば,台 密中心の寺一例へば黒子の千妙寺の如き一は談義所とはな

らなかった。談義所の中で台密を兼ねたものは,柏 原談義所(近 江国,成 菩提院,西 山流)と 密蔵院

談義所(尾 張国,葉 上流)の 二 ヶ所である」 と指摘 しているω。

次に成菩提院の典籍 ・聖教類についてであるが,さ きに函書の ところで 「七帖見聞」についてみて

きたが,成 菩提院十世員海の撰述'した もの に 「員海十帖」な るものがあ る。 これについて も尾上氏は

「柏原駅成菩提院覚書」の 「當院歴代著述」をとりあげて,

「七帖見聞又天台類聚,柏 原安立又宗要安立」

「員海十帖 眞祐十帖 」

の四部の書につ いて論 じられているω。 また,そ こで成菩提院所蔵 「常住物 日記」 をとりあげ,そ こ

に,

「先代聖教ハ,経 蔵有二昌録 一,但代 々之替 日工うせ申云々,,南 光房様へ大略参候,」

とあるのを引用 し,寛 永の初期に成菩提院から天海僧正にかなりの数の書物が進上されていたことを

指摘 されてい る。

成菩提院や談義所,成 菩提院の文書や典籍 ・聖教等々について,尾 上氏をは じめ諸氏の研究は多々

あ るが,い まみて きた もの以外 で目についた論稿 を掲げ ると,

尾上寛仲 「中古天台における談義所」(r印度学仏教学研究』8巻1号1960)

同 「信濃 国の天台宗談義所」(『信濃』12-171960)

同 「叡山天海蔵義科類の構成」(r叡 山仏教研究』所収1974)

同 「柏原談義所の発展」(印度学仏教学研究』23巻2号1975)

同 「天台名園類聚紗」(『天台宗全書』解説)

池上一切円r法 華経直談紗』解題(臨 川書店刊1979)
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曽根原 理 「貞舜 と中世天台教学」(玉懸博之編r日 本思想 一一その普辺と特殊一』所収 ぺりか

ん社1997)

このような教学関係の研究に対 して,社 会経済史的研究は,成 菩提院文書による個別具体的研究は

ないようであ り,そ の研究成果 は必ず しも多 くない ようである。 しか し 騰近江国坂 田郡志』のなか

には郷土の歴史叙述に成菩提院文書も多様な形で関わっている。例えば近江国には 「江州佐 々木南北

諸士帳」や 「江州古城主井古屋敷」 といった国内の郷士の名を連ねた資料があるが,膳 近江国坂田郡

志』はこれに古文書等で注記するという作業を行っているが,そ こには成菩提院文書や成菩提院所蔵

の過去帳 を引用 している。 また,柏 原村の大沢氏 ・殿村氏 ・宮河氏 ・山根氏 とい った諸士 について成

菩提院 旧蔵文書をあげて論述 している(5)。そ して この ように 踏近江国坂田郡志』 にみ られ る 「成菩

提院旧蔵文書」の中には,現 在,成 菩提院では見ることの出来ないものもあるようである。例えば「成

菩提院旧蔵大永元年辛巳十二月廿七日川瀬彦衛門田地売券」が 「川瀬万五良」の注記にあげ られてい

るが,今 回作成 した成菩提院文書 目録にはこの売券は見 られない(6)。尚,最 近の成果 として,成 菩提

院文書の帳簿類と補任状を引用 した湯浅治久 「売券の地域性 と普遍性に関するノー ト」があ り,費 券

を引用 して頁寄進を論述 した長谷川裕子 「畿内周辺における費寄進状の諸形態」があるω。

成菩提院のある柏原庄は,延 暦14年(795)荘 園として成立 したが,そ の後は白河院の中宮藤原賢

子の領する ところ とな り,さ らに賢子の女であ る郁芳門院提子 に伝領 されている。応徳2年(1085)

郁芳門院は仏聖燈油料 として柏原庄を醍醐寺円光院に施入したが,文 安6年(1449)三 宝院領管轄

諸職諸領 目録には 「柏原庄 」が見 えてお り,15世 紀半ばまで醍醐寺領であったこ とが知 られ る(8)。醍

醐寺文書等を駆使 しての柏原庄の論述はあるが,成 菩提院文書による柏原庄の研究はあまりみられな

いようである。荘園領主 としての醍醐寺文書と談義所に関わる成菩提院文書 との文書群の相違による

ものなのかもしれない。また,こ の荘園は 「名」の編成や構造に興味ある課題が含まれているようで

あ り,今 後の研究が待たれ る ところである〔9)。

今回,『成菩提院文書』の中世 と近世書冊の部の調査 ・整理が終了し,こ こにその編年 目録を刊行

する こ とにな ったが,成 菩提 院文書の研究をすすめ るための一助 ともなれば幸 いであ ると思 ってい

る 。

註

(1)(上 蓋臨書)⑯ の裏には 「昭和四十九年九月一日 第五十九世尾上寛仲整理之」とある。

(2)尾 上寛仲 「台密西山流一成菩提院灌室の成立について」(『印度学仏教学研究』25巻2号197?)

(3)尾 上寛仲 「談義所と天台教学の流伝」(『叡山学報』11961)

(9)尾 上寛仲 「眞海十帖について」(『天台学報』191977)

(5)曙 近江国坂田郡志』第二巻 第九編十二章434頁

(6)贈 近江国坂田郡志』第二巻 第九編十二章421頁

ただ し,現 在広島大学所蔵の 「成菩提院文書」に永正17年12月27臼 河瀬彦右衛門俊久田地質券がある。この二

つの河瀬の質券をどう考えるかが問題となる。

(7)い ずれも 『中世史料採記一史料論の展開と史料調査の旅一』所収199E
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(8)『 山東町史』本編201頁

{9)湯 浅治久 「成菩提院文書の帳簿類 と研究課題」成菩提院文書研究会(研 究発表)1999。 なお,宮 島敬一 「戦

国期地方寺#i:の機 能 と役割」(r佐 賀大学教養部研究紀要』221990),宮 島 敬一 「中世後期の名 と村落」(r駿

台史学』621984)等 参 照

四 戒菩提院の近世書冊文書

成菩提院所蔵近世文書のうち,書 冊文書は天正Z9年12月 「田古新帳」を上限として概数500点

・700冊である。その時代的な中心は寛政期以降で約350点 を占め,特 に天保年間以降幕末に集中 して

いる。近世前期文書はご く少な く,仮 に元禄年間を基点 とみる と,そ れ以前 の文書は僅か41点 に過

ぎない。 しか し,近 世文書の中で,一一村文書 として,ま た村方文書 としての数量的見地か らみて も,

右の文書数,特 に寺院の書冊文書がこれ程に伝わっていることは擁倖 といえよう。

書冊文書の内容をごく大まかにまとめると,成 菩提院の経営関係 ・朱印地関係 ・T'物関係 ・本末寺

関係等々となるが,以 下朱印地関係文書の::二,三 について少 し紹介 してお きたい。

成菩提院は朱印地160石 の寺院である。一 口に朱印地160石 といって しまえばそれ までであるが,

周知のように近世に存在 したすべての寺社が幕府から朱印地を与えられたのではな く,朱 印地を持っ

ていない寺社の方が多い。 ちなみに,当 院の朱印地をみる一参考 として,「 寛文朱印留」(史 料館叢書

2)に よ り,全 国天台宗寺院の朱印地をみる とおよそ以下の ようである。

幕府か ら朱印地 を与 えられた天台宗寺院は計117寺 であ る。その最高は,東 叡山寛永寺6000石(武

蔵国内15ヵ 村),次 いで比叡 山延暦寺5000石,最 小は山城国頂法寺i石 であるが,全117寺 院の朱印

高 を ご く大 まか にま とめ る と,1000石 以 上;7寺 院,1000石 ～500石=5寺 院,500石 ～100石=29寺

院,100石 ～50石 一23寺 院,50石 以 一ド=53寺 院 とな り,50石 以 下 の 朱 印地 が特 に多 い。 こ う した 中

で,当 院は全国天台宗寺院朱印地宛行117寺 の うち23位 の朱印地 となる。この事実か らして,当 院の

経済的基盤はこの朱印地にあることはいうまで もな く,そ して また,そ れに関わ る文書 も自ずと多 く

な り今に伝わっている。

当院の朱 印地は,天 正19年4月23日,豊 臣秀吉か ら与 えられた。その朱印状が現存するが,参 考

までに全文を次にあげた。

於江坂田郡

柏原内合百五拾

石 事,宛 行 之'f一,

全可院納候也,

天正十九

四月冊三日(秀 吉朱印)
(域}

城菩提院

寺社領の うち,朱 印地 に関わる一連の行為は必 ず しも明確でないが,筆 者がかつて検討 したことの
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ある下総国香取郡香取神社(朱 印地1000石)の 場合で見ると,領 主による朱印地の確定一朱印地検

地一朱 印地配当,の 手順 となる。現存す る成菩提院文書 を見 る と,一 応右の手順 と思われるが,そ の

第二番 目とな る朱印地への検地の実施 を伝 えるのが,既 述 した書冊文書の上限である,天 正19年12

月10日 「田古新帳 」に当たる。

天正19年12月 「田古新帳」は別 に 「成菩提院地帳 目録古新帳」 とも記 さ'れ,朱 印地一筆 を単位 と

し,① 所在地,② 旧地積 と分米,③ 新地積 と分米,④ 名請人,と いう記載 になる。本帳の奥書による

と,今 度太閤検地が行われた結果,古 帳と太閤検地帳と引合せのため,師 檀が寄合いこの田地帳を定

めた,と の意が記 され,澄 芸法 印 ・西川与三兵衛等五名が連署 してい る。

本帳 による と,朱 印地150石 の所在地は居村の柏原村の外 に,岩 谷村分 ・清 滝分 ・大野木分 ・杉沢

分 ・室 木分 ・葛川分の四 ヶ所 に分布 していることがわかる。本帳の検討 により,朱 印地を中心 とした

中世～近世への移行の過程を明確に追究できると思われる。

慶長7年 徳川氏に依る近江国総検地に当たり,9月 に成菩提院朱印地の検地が実施された。書冊文

書で上限の4位 に当たるのがこの時の,慶 長7年9月21Br江 州坂田郡柏原成菩提院領御検地帳」

であ り,江 戸 幕府成立5ヶ 月前 に施行 された総検地 であ る。 そ して8年 後 の慶長15年10月4日,将

軍徳川秀忠朱印状によって,幕 府最初の朱印状が交付された。その写 しが現存するが,参 考として次

にその一部をあげた。

成菩提院領之事

近江国坂田郡柏原之内百五拾石,

全可寺納,井 山林柏木境内門前

諸役令見許詑,(以 下略)

秀吉 以来の朱印高 を,幕 府 もそのまま継承 した ことにな るが,し か しこの後朱 印高 が150石 か ら

160石 へ と変化す る。その時 期やまた理 由はわか らないが,既 述 した寛文5年 朱印状 によると,「 柏

原郷之 内百六拾石余事,(中 略)任 慶長十三年十 月四 日 ・同十八年四月六 日 ・寛永十三年十一月九 日

先判之旨」 とあ り,前 掲慶長十三年朱印状以来朱印高160石 としている。現存 する諸文書で も,そ の

後の朱 印高は一貫 して160石 としているが,こ う した朱印高の変化 は筆者 は寡聞に してこれが初めて

であ る。

成菩提院朱印地に対する最後の検地は,延 宝7年 に行われた。延宝7年 検地は,東 北～畿内幕領

に実施された総検地である。この総検地は幕府の命により,幕 領周辺大名が行った代行検地で,当 院

の朱印地検地は彦根藩井伊氏が担当した。この時期に実施された総検地は,以 前の古検を全面的に改

める,幕 政史上でも特記に画する検地であるが,当 院の朱印地もまた同様な基準で施行された。幸い

にこの重要な検地帳が延宝7年7月 「江州坂田郡柏原村成菩提院御朱印地御検地帳」として伝存 し

て い る。

その集計部分のみをあげると次のようである。

古検拾三町六反九献廿人歩

反合拾六町五反八畝拾五歩
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内

弐町八反八畝拾七歩 竿先之出同

分米合百九拾石五斗六合

成菩提院:所蔵文書のうち,書 冊文書のごく大まかな紹介 と,そ の中で当院の朱印地関係文書につい

て記してきたが,質 ・量共にまとまっている当院文書の検討は,未 だ解明の遅れている近世寺院の解

明に大 きな地位を しめているといえよう。

五 おわりに

「r成菩提院文書』の総合的研究」の弔問報告 として,中 世文書 と調査 ・整理の完了 した近世 ・近代

の書冊文書の 「編年 目録」を作成 した。以下 この ことについて一言す る。

←)文 書 目録は中世,近 世,近 代,典 籍 ・聖教 の四部にわけ,そ れぞれの部 でそれぞれの方式に従

って編纂す るこ とに した。 それぞ;れの文書の性格 やそれぞれの様式や形態 の相違か ら,そ れぞれ

の方式で編纂することが有効であろうと考えたからである。

口 そのうち,今 回は中世の部 と近世 ・近代の書冊文書の部を編年に編纂 して刊行することに し

た 。

⇔ 編年を組むにあたっては,一 応原則 として慶長7年(1602)小 堀新介の実施 した総検地以後

の文書を 「近世文書」 として取扱 うことに した。 また,明 治元年(1868)・ 以降 の文書 を 「近代

文書」 として取扱 うこととした。但 し,新 出文書Cに は江戸時代の文書 も含まれているが,今

は,現 在 の状況 を変えない方が よい と判断 して,一 応中世の部 に入れておいた。 また,「 田古新

帳」(天 正19年)な らび に慶長2年 水帳 ・慶長4年 検地帳は,近 世文書 と一括 して保存 されてお

り,こ れ も現状 を変えない方がよいと考 えて,今 回は近世の部に入れておいた。

四 中世の部は編年 目録の外に,そ の文書の所蔵,所 収,新 出等によって分類 した目録を付するこ

とに した 。

㈲ その所蔵,所 収,新 出等を明確に表示するために略号を使用 した。その略号の凡例ば次の如 く

であ る。な お,三 井 ・広大以外の ものは成菩提院 に所蔵 されていることにな る。

郡志 贈近江国坂田郡志』所収分 帳簿 成菩提院所蔵の帳簿類

三井 三井文庫所蔵分 広大 広島大学所蔵分

影写 東京大学史料編纂所影写本 新941994年 新出のもの

新A,B,C1995年 新 出 の もの

(附記)rr成 菩提院文書』の総合的研究」の重点研究には,福 田榮次郎ならびに相模原市立博物館館

長神崎彰利氏をは じめとして,明 治大学文学部日本史専攻卒業生高橋孝行 ・湯浅治久 ・中山文人 ・原

和之 ・須永一弘 ・釈迦堂光浩 ・鎌倉佐保の諸君 と東北大学図書館曽根原理氏が参加した。なお,本 稿

の四(成 菩提院の近世書冊文書)は 神崎氏の執筆にかかるものであり,目 録作成には原 ・釈迦堂 ・鎌

倉の三君 による ところ大である。また,参 加の諸 氏には,こ こに謝意 を表 します。
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成書提院文書編年目録

(中世文書 ・近世書冊文書 ・近代書冊文圭日)

(一う 中世文書

(D 中世文書編年目録

連番 略号 西暦 年 月 日 史 料 名 備 考

1 新A39 1360 延文5年 閏4月17日 阿忍真恒各年貢未進証文
2 新AO5 1388 嘉慶2年4月23口 維那賢珠 ・監寺聖珠連署免除状 袖判あ り。A23と 同。

3 新A23 嘉慶2年4月23日 維那賢弥 ・監寺聖珠連署免除状 袖判あ り。

4 郡志01 1399 明徳5年2月10日 殿村導一田地売券 秘斗 応永7年 の裏書あ り。
5 郡志02 1400 応永7年12月1日 権律師実尊田地譲状 1号 文書に関連。

6 新9502 1422 応永29年9月13日 権大僧郡豪華力血脈 新出
7 広大01 143] 永享3年9月4日 道仏田地売券

8 三井01 1434 永享6年1月28日 大吉寺真蔵坊実舜畠地寄進状 大吉寺真蔵坊 舜海 舜円
9 三井02 1438 永享10年12月13環 柏原正賢下地売券
10 三三井03 永享10年12刀13β 柏原正賢坪付

11 新A42 1439 永享11年1月26日 清瀧寺忍宗田地寄進状

12 三井04 1449 宝徳1年12月18日 弥六兵衛長光田地寄進状

13 広大03 1452 享徳1年9月 晦日 千兼力譲状

14 新A30 1458 長禄2年2月19日 妙範あさ畠売券

15 新A32 長禄2年2月19日 妙範あさ畠売券

16 新C15 1459 長禄3年5月18日 妙永田地譲状
17 新B35 1460 長禄4年12月2口 田住左近名田売券

18 新C18 1461 寛 正2年12月 日 宗教下地証状

15 新BO1 1462 寛 正3年5月 日 名超寺成乗坊朝舜田地売券

20 新B18 寛正3年5月 日 成乗坊朝舜名田売券
21 新AO4 寛正3年9月28日 今河衛門田地寄進状
22 三井05 1464 寛正5年6月29日 宗教田地売券
23 新CO9 寛正5年6月29日 大吉寺梅本坊慶舜田地寄進状
24 新A16 1465 寛正6年12月 真恒半名坪付
25 新C14 1468 応仁2年6月18日 春海田地寄進状
26 新AO6 1469 応仁3年2月23日 上津俊定畠地売券

27 新A46 応仁3年2月23日 法印春海畠地寄進状
28 三井06 1475 文明7年5月2E日 尊祐田地寄進状
29 広大02 1478 文明10年11刀3日 太郎兵衛 ・藤享郎連署田地売券

30 新C22 1480 文 明12年12月13臼 藤衛門 ・朝舜連署田地売券

31 広大09 1482 文X19年11月16旧 右太郎 ・右二郎田地売券

32 新AO8 1483 文明15年4月5月 清瀧寺西蔵房兼海田地売券

33 新B30 文明15年4月5日 清瀧寺西蔵坊兼海田地売券案



考備

乱名空広主

蓮恒貫道

名料史

為

名

券

名

畠

案

造

進署次売沢署状寄寄連為地重連状進地地等箸下原状近進寄下下

状

.
業余連署柏進左寄地署署進状寺等連署寄・券状田下連連寄進監金券養連地近売進経案郎郎郵券地乗寄

状・・売券如券寺状田案文券右畠寄法券券券六六六券売田状案券地進盈盈地売券状庵売監進門券注券売.田田如完売売街街衛売地次券進券券券売案出寄金全田地売蓮痔地回寄衛売付売地願状券地禅行器.地地兵兵兵地田家売寄売発売状地状寺地代代浄下地寄長田・地人地坪名田妙栄法連進売田付券畠畠同同同下某尉地地地地地造田進桑田

那
状

那

経

口

田

地
・

村

那

田

住

島

島

還

勢
・

坊

如

日

案

寄

地

正

坪

売

門

衛

…

旧

司

門

田

田

田

田

田

寄

寛

寄

妙

郎

維
任

維

六

源

信

田

長

善

雑

重

河

金

田

鏡

伊

正

中

目

円

状

地

田

理

名

地

衛

兵

明

明

明

覚

庄

衛

信

珍

次

秀

世

地

豪

地

郷

太

欝

灘

簸

懇
雛謝棚

灘朧

藩

難

簗
欝購

糠
鰍附

日月年

日

日

貝

日

R

日

貝

目

日

揖

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

臼

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日121319261823162626353吉131731212101626271226262610131626203161052610102月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月22562258123610127126666111112123112666712731012115148812年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年月年年161617171818181818191912222222335669122222213334799111111明明明明明明明明明明明享享享享享応応応応応応応応応亀亀亀亀亀亀亀正正正正正正正正正正正文文文文文文文文文文文長長長長長明明明明明明明明明文文文文文文文永永永永永永永永永永永

暦西

4

5

6

7

7

8

3

4

6

7

0

1

2

4

6

7

0

2

4888888999900000011144444444445555555551111111111111111111

号略

艦

鱒

鋸

紫
課

難

幾

鎌
㎝
抑

欝

難

毯

難
翻
㎝

驚
購
枷
㎝

新

新

新

新

三

新

新

三

新

新

新

新

新

新

広

新

新

広

新

三

新

三

三

新

新

広

三

新

新

新

新

新

新

三

三

新

三

新

三

新

新

新

新

番連

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

63333334444444444555555555566666666667777777

脚

1



221

『成菩提院文書』の総合的研究

連番 略号 西暦 年 月 日 史 料 名 備 考

77 三井17 1515 永正12年3月6日 殿村家世田地売券

78 新A35 永正12年10月16日 河瀬孫四郎利久畠地寄進状

79 新BlO 永正12年12月5日 殿村家世田地売券

80 新BO9 1517 永 正14年3月 董6日 殿村又三郎田地売券

81 新CO8 1519 永 正16年2刀 吉 口 多賀直信田地寄進状

82 新CO2 永正16年8月11日 西河家満田地寄進状

83 新BO6 1520 永正17年4月2日 殿村家世 ・同小法師連署年貢売券

84 新BO2 永正17年4月26日 河幡孫衛門 ・与次郎田地売券

85 広大08 永正17年12月27日 河瀬彦右衛門竣久田地売券

86 新B29 1522 大永2年4月24日 殿村家世田地売券

87 新A10 大永2年11月2日 宗慶田地売券
88 新B20 大永2年12月3日 殿村房宗田地売券

89 新B11
,

大永2年12月24日 殿村家世田地売券

90 三井18 1523 大永3年2月22日 殿村家世田地売券
91 三 井19 大永3年2月22日 殿村家世田地売券
92 新C17 大永3年2月22日 清瀧寺納所癸球補任状
93 広大09 1523 大永3年6月2日 出河小三郎定次田畠売券

94 新AO1 大永3年12月26日 西脇直勝 ・同勝正連署田地寄進状 A2と 共に(包 紙)「万供田証文
二通 」「村木村河瀬彦左衛門より買
徳之証文 弐通」に入る

95 新B32 1526 大永6年12月27臼 室上太郎右衛門田地売券 裏書あ り。

96 新AO9 1528 大 永8年2,月15目 高橋栄乗田地寄進状

97 新A40 :大永8年2月15露 高橋左近将監清家栄乗鐘突田寄進状

98 新A43 大永8年2月15日 高橋左近将監清家栄乗鐘突国寄進状

99 三井20 享禄1年3月1日 西方百姓中田地売券

100 新B26 大永8年6月26日 練禅坊心祐田地売券

101 三井21 享禄1年12月20日 定聚坊心祐田地売券

102 新BO8 1529 享禄2年10月 吉 日 河内清為田地売券 ・

103 新B15 1531 享禄4年1月26日 玉蔵坊門日 ・同周□田地売券

104 新CO5 享禄4年2月5日 永聚庵理永田地寄進状

105 新B34 1533 天文2年12月28S 満願寺全深田地売券
106 新B25 1539 天文3年12月3日 遠藤秀宗田地売券

107 郡志03 天文3年12月16日 浅井亮政書状 大沢小次郎 日光寺 東大史料影
写本①

108 新A36 天文3年12月26H 名超寺新蔵坊光尊田畠売券

109 帳簿01 天文3年12月 日 年申雑々

110 新A14 1535 天文4年9月26日 弥高寺大蔵坊名田寄進状

111 新Al2 153E 天文5年2月26日 居益郷永聚庵理栄田地寄進状

112 新B27 天文5年11月16日 実生寺重雄田地売券

113 新CO1 1537 天文6年3月15日 遠藤秀宗田地売券

114 新B21 天文6年5月16日 実生寺重雄田地売券

115 新B16 1538 天文7年4月10A 清瀧寺雄居屋敷売券

116 新C26 154] 天文10年6月18日 長久寺宥舜畠地寄進状

117 郡志04 1543 天文12年6月8日 馬場吉久書状 大蔵坊 東大史料影写本②

118 新C24 1544 天文13年1月11日 桑原覚心田地寄進状案

119 郡志05 天文13年9,月10旧 堀元積書状 東大史料写本③
120 帳簿02 天文13年 力 年中日記

121 新B13 1545 天文14年8月5日 河幡俊貞田地売券
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連番 略号 西暦 年 月 日 史 料 名 備 考

122 新A18 天文14年11月18日 金葉坊最盛田地寄進状

123 新B12 1551 天文20年9月21日 長久寺太輔良衆 ・乗円連署田地売券

124 広大10 天文20年12月26臼 口政田地売券

125 新A19 天文20年12月26日 殿村喜兵衛尉秀収 ・松発田地売券案

126 帳簿03 天文20年 力 年中日記

127 新B36 1552 天文21年5月12日 真海田地売券

128 新B22 1556 弘治2年3月5日 乗円田地売券

玉29 新C22 1557 弘治3年12月i8日 法印貞円隠居寺領証状

13C 新C13 1558 弘治4年3月3日 高番平内田地寄進状

131 新A29 弘治4年6月13日 祖父谷新蔵坊宥新田地売券

132 三井23 永禄1年7月7F 麻生定吉他三名連署畠寄進状

133 新AO2 永禄1年8月1日 富施寺慶春霊供田寄進状 A1と 共に(包 紙)「万供田証文
二通」「村大村河瀬彦左衛門より買
徳之証文 弐通」に入る

134 新BO3 永禄1年10月29日 新元田地売巻

135 新CO3 1559 永禄2年12月21日 柏原家治田地寄進状

136 広大11 1560 永禄3年3月5日 道清田地売券

137 新C20 1560 永禄3年10月8E3 弥高寺成就坊田地寄進状案

138 新A22 1561 永禄4年2月26日 岩谷太郎兵衛吉久田地寄進状

139 新B14 1562 永禄5年2月10日 実直 ・日直連署田地売券

140 新BO4 永禄5年10月23日 樋 ロ重清田地寄進状 奥より裏にかけて真恒名の坪付を
書す。

141 帳簿04 1564 永禄7年9月 日 成菩提院納帳

142 新A41 1567 永禄10年3月27日 清瀧村小四郎田地寄進状

143 郡志08 1568 永 禄11年8月 日 織田信長禁制

144 新9501 1578 天正6年 川成注文 新出

145 郡志11 158e 天 正10年12月 日 丹羽長秀 ・羽紫秀吉連署禁制

146 郡志12 1583 天正11年2月20日 箕浦秀清書状 柏庭庵 東大史料影写本④

147 広大12 1584 天 正12年12月28日 河橋力重n田 地売券

148 郡志13 1585 天正13年6月13日 柏隠書状 兵穣 真垣名 内徳抜地 五郎太
夫 東大史料影写本⑪

149 郡志17 1587 天正15年6月2臼 豊臣秀吉朱印状 九州御動座 東大史料影写本⑫

150 郡志18 天正15年6月3日 富田一白書状 東大史料影写本⑬

151 郡志19 天正15年6月3日 賀藤彦…書状 東大史料影写本⑭

152 郡志14 天正15年11月29日 田中吉政書状 大野木郷 東大史料影写本⑯

153 新A45 1588 天正16年10月11日 富田新左衛門尉俊実 ・富田吉蔵連署
田地寄進状

154 新A34 天正16年10月21旧 富田彦八郎田地寄進状

155 郡志15 1591 天正19年4月23日 豊臣秀吉朱印状 東大史料影写本⑰

156 郡志16 1592 文禄1年5月2H 豊臣秀吉朱印状 名護屋見廻 東大史料・影写本⑯

15i 郡志21 1596 文禄5年3月1日 石田三成成菩提院村掟 東大更料影写本⑲

158 新A25 1597 慶長2年2月25旧 清瀧八郎兵衛畠寄進状

159 郡志22 1600 慶長5年9月 日 小早川秀秋禁制

160 新A24 慶長5年10月25B 吉十郎 ・源八郎等連署斗請覚

161 広大13 1601 慶長6年4月3日 八郎兵衛田地寄進状

162 新9401 室町時代2月18日 貞成書状 新誕{

163 影写01 室町時代3AII日 元教書状 東大史料影写本⑧

重64 影写02 室町時代3月22貨 某書状 東大史料影写本⑩

165 郡志09 室町時代5月7日 殿村平清書状 柏庭庵 周興 東:大史料影写本⑤
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連番 略号 西暦 年 月 霞 史 料 名 備 考

166 郡志06 室町時代8月28日 箕浦秀誠書状 弥高寺大蔵坊 東大史料影写本⑥

167 新CO4 室町時代9月13日 妙香庵寄進状

168 郡志25 室町時代9月20日 石川長門守 ・彦坂小刑部連署書状 東大史料影写本⑳

169 郡志10 室町時代10月27日 箕浦秀澄書状 費川遠藤分 東大史料影写本⑦

170 郡志07 室町時代11月7日 河毛清元 ・大津秀澄連署書状 柏原西方落地 東大史料影写本⑨

171 郡志26 室町時代11月14日 西尾吉次書状

172 帳簿05 室町時代 成菩提院納帳

173 新A27 室町時代 行泉霊供田証文

174 新CO6 室町時代 定海田地寄進状

175 新9402 1570 安土桃山2月4fI 豊臣秀吉朱印状 新出

176 郡志20 安土桃山3月4日 増田長盛書状

177 新9403 安土桃山3月20日 豊臣秀吉朱印状 新出

178 新9404 安土桃山5月7日 豊臣秀吉朱印状 新出

179 影写03 安土桃山11月28日 田中吉政書状 東大史料影写本⑮

180 郡志23 1608 慶長13年1C月4日 徳川家康安堵状 東大史料影写本⑳

181 新9405 慶長13年10月4日 徳川秀忠黒印状 新田

182 郡志24 慶長13年10月7日 徳川家康成菩提院法度状

183 新9406 1613 慶長18年4月6目 徳川秀忠判物写 新出

184 新A47 1652 慶安5年8月26日 本光 ・刑部 ・庄大夫 ・兵左衛門連署

田畠わりの覚

185 新CO7 1676 延宝4年2月5日 貝牌 ・月牌霊供料請取状

186 新A28 1721 享保6年11月16日 三左衛門畑地渡状

IS"1 新C23 1603

1867

江戸時代 田地注文断簡 三紙

(2) 中世文書所藏別 ・所牧別編年目録

連番 略号 西暦 年 月 日 史 料 名 備 考
」一一一一 一 一 一 」 一 一 」 }「 π 一 一 一 「π 丁冒

4 郡志01 1394 明徳5年2月10日 殿村導一田地売券 秘斗 応永7年 の裏書あり。

5 郡志02 1400 応永7年12月1日 権律師実田地譲状 1号 文 書に関連。

107 郡志03 1534 天 文3年12}」16k3 浅井亮政書状 大沢小次郎 日光寺 東大史料影
写本①

117 郡志04 1543 天文12年6月8日 馬場吉久書状 大蔵坊 東大史料影写本②

119 郡志05 1544 天文13年9月10日 堀元積書状 東大史料影写本③

166 郡志06 1334 室町時代8月28日 箕浦秀誠書状 弥高寺大蔵坊 東大史料影写本⑥

170 郡志07 1602 室町時代11月7日 川毛清元 ・大津秀澄連署書状 柏原西方落地 東大史料影写本⑨

143 郡志08 1568 永 禄11年8月 日 織田信長禁制

165 郡志09 1334 室町時代5月7日 殿村平清書状 柏庭庵 周興 東大史料影写本⑤

169 郡 志1C 1602 室 町 時代10刀271」 箕浦秀澄書状 笠川遠藤分 東大史料影写本⑦

145 郡志11 1582 天 正10年12月 日 丹羽長秀 ・羽柴秀吉連署禁制

146 郡志12 1583 天正11年2月20日 箕浦秀清書状 柏庭庵 東大史料影写本④

148 郡志13 1585 天正13年6月13日 柏隠書状 兵根 真垣名 東大史料影写本⑪

152 郡志14 1587 天 正15年11月29U 田中吉政書状 大野木郷 東大史料影写本⑯

155 郡志15 1591 天正19年4月23日 豊臣秀吉朱印状 東大史料影写本⑰

156 郡志16 1592 文禄1年5月2日 豊臣秀吉朱印状 名護屋見廻 東大史料影写本⑱

149 郡志17 1587 天正15年6月2日 豊臣秀吉朱印状 九州御動座 東大史料影写本⑫
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『成菩提院文書』の総合的研究

連番 略号 西暦 年 月 日 史 料 名 備 考

93 広大09 1523 大永3年6月2日 出河小三郎定次田畠売券

124 広大10 1551 天文20年12月26日 [コ政田地売券

136 広大11 1560 永禄3年3月5日 道清田地売券

147 広大12 1584 天正12年12月28日 河橋力重□田地売券

161 広大13 1601 慶長6年4月3日 八郎兵衛田地寄進状

163 影写01 1334 室町時代3月11E3 元教書状 東大史料影写本⑧

164 影写02 1602 室町時代3月22日 某書状 東大史料影写本⑩

179 影写03 安土桃山11月28日 田中吉正書状 東大史料影写本⑮
162 新9401 室町時代2月18日 貞成書状 新出

175 新9402 1570 安土桃山2月4日 豊臣秀吉朱印状 新出

17? 新9403 1602 安土桃山3月20日 豊臣秀吉朱印状 新出

178 新9409 安土桃山5月7日 豊臣秀吉朱印状 新出

181 新9405 1608 慶長13年10月4臼 徳川秀忠黒印状 新出

183 新9406 1613 慶長18年4月6日 徳川秀忠判物写 新出
144 新9501 1578 夫正6年 川成注文 新出

6 新9502 1422 応永29年9月13日 権大僧都豪乗力血脈 新出

94 新AO1 1523 大永3年12月26日 西脇直勝 ・同勝正連署田地寄進状 A2と 共に(包 紙)「 万供田証文二
通」「村木村河瀬彦左衛門より買徳
之証文弐通」に入る

133 新AO2 1558 永禄1年8月1目 富施寺慶春霊供田地寄進状 A1と 共に(包 紙)「 万供田証文二
通」「村木村河瀬彦左衛門より買徳
之証文弐通」に入る

74 新AO3 1514 衛正11年8月10日 妙秀田地寄進状案

21 新AO4 1462 寛正3年9月28日 今河衛門田地寄進状
2 新AO5 1388 嘉慶2年4月23日 維那賢珠 ・監寺聖珠連署免除状 袖 判あ り。A23と 同 。

26 新AO6 1469 応仁3年2月23日 上津俊定畠地売券

61 新AO7 1502 文亀2年6月26日 桑原俊明 ・同兵衛六郎下地寄進状案 道蓮

32 新AO8 1483 文明15年4月5目 清瀧寺西蔵坊兼海田地売券

96 新AO9 1528 大永8年2月15日 高橋栄乗田地寄進状

87 新A10 1522 大永2年11月2日 宗慶田地売券

66 新All 1504 永正1年7月16日 堤藤左衛門尉家次田地寄進状

111 新A12 1536 天文5年2月26日 居益郷永聚庵理栄田地寄進状

42 新A13 1486 文 明18年 五2月26B 清瀧寺維那 ・同監寺連署柏原重沢名
補任状

110 新A14 1535 文明4年9月26日 弥高寺大蔵坊名田寄進状

50 新Al5 1493 明応2年6月3日 巳高山中坊栄禅田畠売券 買主空白。

24 新A16 1465 寛正6年12月 真恒半名坪付

39 新A17 1486 文明18年2月23日 尼如貞田地寄進状

122 新A18 1545 天文14年11月18日 金乗坊最盛田地寄進状

125 新A19 1551 天文20年12月26日 殿村喜兵衛尉秀収 ・松禿田地売券案 12?の 案文。

75 新A20 1514 永正11年8月10日 大野木郷妙楽寺田地寄進状案

57 新A21 1497 明応6年12月26日 真恒半名坪付

138 新A22 1561 永禄4年2月26日 岩谷太郎兵衛吉久田地寄進状

3 新A23 1388 嘉慶2年4月23日 維那賢琢 ・監寺聖珠連署免除状 袖判あり。

160 新A24 1600 慶長5年10月25日 吉十郎 ・源八郎等連署斗請覚

158 新A25 1597 慶長2年2月25日 清瀧八郎兵衛畠寄進状

35 新A26 1484 文明16年2月13臼 清瀧寺維那代全盈 ・全等連署為次名
補任状



考備

を付坪の名恒真てけかに裏り
。

名よす広奥書恒

名料史

連

状

状

署

署

券等造進連連券売全寄寄状蔵門売地状寺田田進吉衛券貢田

券券進状券監突突寄田左券売年署売出冗寄進士冗・文鐘状鐘M出{晶丘ハ士冗地署連着地他地状寄島盈証果進状乗経・・地田連円売田

券

券田券田進地田全進栄寄進栄法実状美田郎状券師券券乗地□売売

券

券

案進売法売券売券券・券円周敷地売券券売券状新売門番皇尊代未家地寄家如後進大舜.次文渡宥券地券衛地久光持状貢清田地清署尉寄庄朝存寄地小地売地発売衆売署同塵田田売売地売証池坊売下売人田利坊券住任年監郎田監連門地・覚坊・券地田同下地田地地良地連・居某名名地田券地田畑蔵亀目畠住郎郎蔵売那補名将四宗将日葡歌島信の桑門売国寛・旧田郎田田輔田直日雄司舜遠田雄売田供門新さ源さ河八四新地維名恒近小忍近円左進海刑り成衛地溝衰世覚為三世世太貞日円重度朝鏡宗重地世霊衛谷あ坊あ今彦孫寺田寺次真左村寺左・新寄書・わ寺孫田重房家寺清又家家寺俊・坊寺木坊院房寺田家泉左父範蔵範原田瀬超養瀧為忍橋瀧瀧橋禅田地印光畠超幡元口望村仁内村村村久幡直蔵瀧野乗観村生円村行三祖妙金妙柏富河名如清署阿高清清高栄富田法本田名河親樋常殿能河殿殿殿長河実玉清大成正殿実乗殿

臼月年

日日日臼日日日日日日同17

日

日

日

日

目

日

日

日

日

目

日

日

日

目

H

日

臼

日

日

日

日

日

日

臼

日

日

目

日

H

日

日1613192619521162612月152726151211232626292326210吉1652421510261013316510月月月月月月月月月月月4月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月13月月月月月月月月月116262610101232閏231261028541010447103121298214125212535代年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年月年年年年年年年年年年年年年時642172191612391658101182163531715917221412220145472322627町保治禄明禄明正正文応明文永禄亨永応正仁安正正禄禄正正亀禄正正永文文禄禄文亀正享永文治正室亨弘長文長文天永天明文延大永永大明天応慶寛永永永永永文享永永大天天永享天文寛長大天弘永

暦西

1

8

8

8

8

7

8

5

4

0

4

0

8

7

9

8

3

8

9

2

2

0

8

2

2

0

2

9

7

5

2

1

5

2

1

8

2

2

8

2

7

6

025555881308626329865625612021125463306823517544445555435545454645555555555555555445555111111111111111111111111111111111111豆111111

号略

7

8

9

G

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

蛯

藍

無

無

露

露

藍

盤

鑑
鵡

鵡
厘

B。
別

留

認

留

留

蹟

嶺

撰

嵩

鎧
暁

器

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

聯

番連

驚

智

誓

餓

論

菱

・

餓

最

愚.

叢

隷

鑑

墓

航
8。
四
8・

撰

携

壽
2。
響

鑑

野



脚

究研釣合総の謝文院提菩賊

考備

o。あ書

紙裏三

名料史

畠

券

造

進署売寄寄連地地地近案下状下下左券署進署案券署・売連券状寄連状売遠近券地養売券状取地郎状状進地案郎

状右売券案田如地売券状状進請状田六状状促進寄文田状六進・券販売券券海庵田地売券券進進寄料進舜券衛進進補寄地注署進衛寄願売地地売売兼寿門田地売売寄寄地状供寄慶売兵状寄状寄球地田付連寄兵地妙地田田地地坊長衛浄田田券地地地状田進霊地坊地同進地進状地癸状田坊坪舜簡地回畠田祐雄畠田蔵古経深名売田田田遊永寄解団本田寄田寄譲田所証郎就皇朝断固舜正宗心重金世西長郎六全逓地宗満治寄理地月信梅次明地内地地重納地太成田・文心明霜円券秀坊寺永家寺俊太平寺左田秀家家庭庵田・直寺家信田平田田吉寺下小寺名門注覚俊寺村売藤禅生衆村瀧井上村願住海藤河原香聚海牌賀吉藤原案日番海永村瀧教村高弘衛地原原久今地遠練実南殿清中室殿満田真遠西柏妙永定日多大増桑状円高春妙殿清宗殿弥恒藤田桑桑状長

日月年

日

日

日

日

日

日

日

日

霞

目

日

日

日

日

日

舞

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

貝

日

日17326163245弼2719282121511211355吉293261031818322.28吉13112618月月月月月月月月月月月月月月月月刀月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月12126H10445125121253812922261261136532121210112166

舞
鷺
舞

韓
舞

篠
舞
献

韓
碑
舞

舞

箋

舞
舞
罐

讐
塒

享

文

永

文

享

永

明

明

永

明

文

禄

文

文

正

禄

町

禄

町

宝

正

正

正

亀

応

治

仁

禄

明

永

正

正

禄

亨

明

戸

文

亀

文長天大天長大文文大文天長天天永永室享室延永寛永文明弘応長文大寛永永長文江天文天

暦西

8

4

8

6

7

2

3

6

6

5

3

0

2

7

9

9

1

6

9

4

6

2

4

8

8

9

7

3

1

4

0

8

0

4

2

1832382882836531537160095658261688404455545445454555556545545444545544555111111111111111111111111111111111111

号略

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6222222333333300000000011111111112222222BBBBBBBBBBBBBCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新

番連

論
㎜

潔
86

器
鮎
36

顎

粥

饒

櫃

驚
別

器

豊
㎜

盤

錐

箒

潔
3。

瀧
63

肪



228

⇔ 近世書冊文書

No. 年 月 日 資料名'(内 容) 差出人→請取人 形態 ・数量

1 天 正19・ 極 ・10 田古新帳 成菩提院→ 冊1

2 慶 長2・2・24 成菩提院之事柏原清滝岩谷田畑水帳以 冊3
悉見定也(※検面又ハ古帳一所二書也)

3 慶 長4・11・27 (検地帳)(柏 原 ・西村分蔵菩挺院領書 西川久兵衛成吉→ 冊3
上帳)

4 慶 長7・9・21 江州坂田郡柏原成菩提院領御検地帳 冊3
(※徳永院正ノ写2別 置)

5 慶 長7・9・21 江州坂田郡柏原成菩提院領脚検地帳 冊1

6 慶 長7・ 江州坂田郡柏原成書提院領脚検地帳 冊1

7 慶 長13・ ～ 公儀代々御朱印之写 冊1

8 慶長18・ 慶長十八年寛永三年御籐口写(別 置) 冊1
寛永3・

9 寛 永10・ 卯 ・28 近江柏原成菩提院下末寺書付(別 置) 一ゆ東口院 冊1

10 明 暦 元 ・9・ 成菩提院什物帳 憲海寄進→ 冊 豆

11 (近世初期) (御朱印百拾石張) 冊1

12 (検地帳,戦 国期寄進等の註記有り) 冊1

13 寛 文2・11・24 定(講 録しち入) 大吉寺惣中→ 横1

14 寛 文8・2・20 灌頂豪者重位覚 成菩提院→ 冊1

15 寛 文13・8・2G 成菩提院寄進諸道具之覚 覚林坊→ 冊1

16 延 宝5・4・ 御朱印帳写成菩提院田畑改帳(秀 仙法 門前代官西村長太夫他→ 冊1
印代 増服 ・徳永打目両帳面改)

17 延 宝5・4・ 江州坂田郡柏原成菩提院御公儀地五ケ 清瀧理教坊外13・→ 冊1
村引附高張

18 延 宝5・5・17 江州坂田郡柏原成菩提院領御検地々引 冊1
帳

19 延 宝5・5・17 江州坂田郡柏原成菩提院御朱印地御検 村田加左衛門 ・荒居治太夫→ 冊2
地帳

20 延 宝5・5・ 検地奉行衆宿手形(五 通有) 成菩提院 冊1

21 延 宝5・12・8 成菩提院田畑宛口帳 清滝寺利教坊外18→ 当住秀仙法印 冊1

22 延 宝6・ 正 ・ 万差引月記(大 吉幸福聚坊) 小横1

23 延 宝6・9・ 奉賀帳(柏原町 ・長久寺村 ・大野木村) 成菩提院→ 冊2

24 延 宝7・7・19 江州坂田郡柏原成菩提院御朱印地御検 井伊玄蕃頭内戸塚佐太夫 ・内山太左衛 冊1
地帳 門→

25 延 宝7・9・6 (御案渡御之次第外) 横2

26 延 宝7.12・16 成菩提院御公方也 冊1

27 延 宝7・12・17 成菩提院四畑宛口帳 門前西村長太夫他→当住秀仙法印 冊1
28 延 宝8・7・28 成菩提院寄進諸道具之覚 秀仙→ 冊 董

29 天 和4・ 灌頂受者磁瓶 成菩提院→ 冊1

30 貞 享2・9・ (利覚寺召上尋方) 冊1
31 貞 享3・9・28 成菩提院什物井諸道具帳 清滝寺万徳坊他→ 冊1

32 元 禄2・5・16 成菩提院諸道臭覚 泉明院外一・ 冊1

33 元 禄4・3・25 改岸本坊屋号去忍坊田畑山林諸道具帳 横1

34 元 禄4・3・ 改慶住坊昌号松尾寺智禅坊田畑山林諸 横1
道具帳

35 元 禄5・11・3 仏前諸道具引渡帳 行栄坊→万徳房他 冊2
36 元 禄5・11・ 霊宝帳(当 寺代々霊宝帳) 成菩提院→ 冊1

37 元 禄9・2・ 送り手形綴 次川村庄屋彦内→泉明院外 綴1
～天明4・
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No. 年 月 日 資料名(内 容) 差出人→請取人 形態 ・数量

38 元 禄11・3・10 当院末寺中本寺証文拍入笄旦那中寺送 善応法印院代慈懲院政之→ 綴1
～ 宝 暦12・3・ 証文拍入(住 職交替人別送状 表紙の

年代は宝暦9年2月13件 綴)

39 元 禄13・12・ 近江国坂田郡柏原宿寄附高除地帳之写 雨宮庄九郎→ 冊1
(明治2年 提出)

4C (元禄13)・ 元禄年中第二十七世秀尊大僧正御代公 冊1
儀江書上帳(寺 中明細帳 ・嘉永六年古
帳之殉ず此帳面ヲ出ス四十一世亮秀)

41 元 禄14・11・ 名寄斗代什帳 三光院→ 冊1
42 正 徳5・4・ 成菩提院領地押明縄帳 冊1
43 宝 永7・3・10 安能寺什物帳(奥 書は享保5年12月 安能寺即道惣旦那一・広瀬丹治 ・柴嶋丈 横1

2日 ・29日 の 日付 あ り) 右衛門

44 享 保2・2・6 仏前道具引渡帳 三十七世丞然法類妙忍坊代官新井主税
一》

冊1

45 享 保2・6・ 成菩提院領地押明細帳(内 容は正徳 清滝寺万癩坊外12→ 冊1
5年4月)

46 享 保4・5・10 念仏堂什物帳 冊1

47 享 保6・4・23 大吉寺泉覚院山林畑覚 横1
48 享 保6・4・ 宝覚坊寺附目録 宝覚坊→ 横1

49 享 保6・ 霜 ・晦 村申念仏講帳 念仏堂→ 横1

50 享 保7・7・ 享保七壬寅年七月御触書之写 寂照山役所…・ 冊1

51 享 保&3・ 朔 成菩提院末寺継目録 院代浄光院→ 冊1
～ 寛 保 元 ・4・12

52 享 保8・7・2 勝光寺什物覚帳 横1

53 享 保9・9・ 明細帳市場寺(書 式共) 柏原駅市場寺→細田半介 ・大山五郎左 冊2
衛門他

54 享 保10・10・19 宝学坊什物 ・山林畑覚帳 横2
55 享 保 豆0・10・ 中尾坊什物覚帳 横1

56 享 保11・3・ 市場寺門前年年宗旨改人別帳 冊2
57 享 保12・ 閏 正 ・ 真乗坊跡諸色帳 松尾寺一山中→院代玄乗院広瀬丹治 冊1
58 享 保12・ 閏 正 ・ 実蔵坊跡諸色帳 松尾寺坊組一山中→院代玄乗院法印 ・ 冊1

広瀬丹治

59 享 保12・4・ 中尾坊畑当日之覚 横1
60 享 保12・12・8 (銀子預り) 大吉寺惣中→玄乗院他 横1
61 享 保18・8・3 成菩提院霊宝帳(書 画等寺宝書上) 澄明院→ 冊1
62 享 保18・8・3 成菩提院諸道具引渡覚帳 広瀬帯刀→ 冊1

63 享 保18・8・ 成菩提院仏前道具引渡帳 澄明院→ 冊1

64 享 保19・4・14～ 撮要記 院代三嶽院→ 小横1

65 享 保19・8・ 御入院 ・御逗留中諸用記 小横1

66 享 保19・ 谷汲山地蔵院永代祠堂寄附帳 冊1

67 享 保20・3・ 宗門帳(旦 那須川村 ・小田村 ・北池村 冊1
・常 喜村 ・関原村 ・野上村)

68 元 文 元 ・12・ 真乗坊跡請払勘定帳 役者養運院 ・正寿院→ 冊1
69 元 文2・ 正 ・13 大吉寺松住廃寺徳井什物覚帳(松 住院 大吉寺徳明坊→成菩提院役人奥村治郎 横4

跡年貢勘定帳共) 冶衛門
70 元 文2・3・ 中尾坊勘定帳 徳明坊 ・法性坊一・奥村治郎右衛門 ・本 横1

学院

71 元 文2・5・ 河内村常福寺歴代記 河内村常福寺一》 ・ 横1

72 元 文3・8 名寄斗代付高張 真体庵他→成菩提院役人 冊1

73 元 文4・ 正 ・ 念仏講覚帳 冊1
74 元 文5・7・ 密蔵坊跡諸色請払帳 松尾寺一山中→ 冊1
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No. 年 月 日 資料名(内 容) 差出人→請取人 形態 ・数量

75 寛 保 元 ・4・13 正観院前大僧正俊静代 冊1

76 寛 保 元 ・10・23 大吉寺福聚坊本廃井山林境内諸道具什 徳明坊→院代積善院 横1
物帳

77 寛 保2・2.26 田畑山徳米覚帳 明越寺千蔵坊→積善院 冊1

78 寛 保2・ 閏4・ 携上申誤証文(美 濃谷汲山砦門院観音 在中惣代大野木村桑原六郎左衛門→積 冊1
開帳一件) 書院

79 寛 保2・12・ 浄教坊跡諸道具田畑山林帳 連乗坊→岸本坊他 冊1

80 寛 保3・9・ 吉祥院坊跡記立銀賞 宝生坊他→円智院 横1

81 寛 保3・9・ 松寿院跡記立銀張 宝生坊他一や内容院 横1

82 寛 保3・9・ 大吉寺徳明坊跡什物帳 宝生坊他→円智院 横1

83 延 享 元 ・5・ 谷汲山普門院什物帳写(延享元年無主) 横1

84 延 享2・8・ 三光院田地改帳 冊1

85 延 享2・8・ (田地吟味帳) 開基豊中惣代高井寄託→ 冊1

86 延 享2・11・ 柏原宿成菩提院檀那軒数覚帳(河 内 ・柏原惣檀中→ 冊1
須 川 ・小 田 ・大 野 木 ・清 滝 ・北 池 ・常

喜 ・名越 ・長岡 ・杉沢村分 とも)

87 延 享2・11・ 木末御敵帳 市場寺 ・院代円智院→ 冊1
88 延 享2・ 閏 極 ・ 当院御朱印改並頂戴一件記 寂照山三十三代善応法印代→ 冊1

～ 寛 延2・3・

89 延 享3・2・ 寺格書上帳 湖東成菩提院→滋賀院御留守居山門三 冊1
執行代

90 寛 延2一 正 ・ 濃州伊自良三光院展ノ年収納受払帳 高井寿仙→院代円智院 冊3
～ 寛 延2・9・

91 寛 延4・2・ 当院6指 出シ候寺送 り手形留 冊1
～ 天 明2・4・

92 寛 延4・8・ 庫裏之図井材木入用帳 濃州三光院→慈懲院 冊1

93 宝 暦 元 ・11・ (灌頂 来援者 書上,宝 暦2年 ・13年 灌 長岡村安能寺→慈慾院 冊1
頂関係とも) 横2

94 宝 暦2・ 霜 ・9 能愛瀬村青木社頭明細帳(青 木社頭宮 松 尾 寺 一・ 一 括

様支配に付)

95 宝 暦3・8・ 宝城坊跡fl物帳 大吉寺宝生院→ 横1

96 宝 暦3・11・ 養運院寺什物御除地山林寺領田畑買附 養運院隠居栄般→御一山御衆中 冊1
仏倶田出作田地帳

97 宝暦3～7・ (明静院跡関係一括) 松 尾 寺 一・ 冊'8
、

98 宝 暦7・5・ 羽越寺地徳帳 ・膜次帳 冊2
～ 宝 暦13・

99 宝 暦8・11・ 安能寺諸色諸道具帳 観音寺修善院旦那磐代田中重右衛門 ・ 横1
次郎右衛門→慈懲院法印 ・宮永源蔵

100 宝 暦11.11・ 正字坊跡積銀勘定帳 松尾寺一山中・与悪感院 冊1

101 宝 暦12・ 閏5・ 松住寺跡畑山林道具 大吉寺→慈懲院 冊1

XO2 宝 暦12・3・ 小室勝光寺什物帳 福衆院法類松尾寺正寿坊→慈恵院法印 冊1
森監物

103 宝 暦12・5・ 籏田郡河内村常福寺本末什物帳 常福寺→慈恵院 冊1

104 明 和2・3・ 宗門人別改帳(松 沢村 ・長岡村 ・北池 冊4
～明和7・ 村)

105 明 和2・3・ 御祥忌御法会中留(包 紙 「明和3年
4月 東照宮百五十年御祥忌二付当山三

小横1

十三世栄達大僧都下向記録一冊…」 と
あり)

106 明 和2・3・ (観音寺塔頭書上) 冊1

107 明 和4・4・ 石堂寺什物帳 清滝村庄屋藤左衛門→成菩提院 冊1

108 明 和6・ll・ 福衆院什物井畑山林道具帳 大吉寺一・成菩提院 冊1
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No. 年 月 日 資料名(内 容) 差出人→請取人 形態 ・数量

109 明 和7・3・ 明星山諸色道具御改帳(寛 政3年 改) 泉明院留守居成願房→ 冊'1

110 安 永5・9・ 寺塚御改帳 谷汲山華厳寺一・寂照山御院代 ・地蔵院 冊1・
法印 ・磯部仙治

117 安 永5・11・ 寺録分限御歌帳(成 菩提院 ・常福寺 ・ 冊6
妙薬寺 ・勝光寺 ・妙徳院)

112 安 永8・10・9 谷汲一山貝記 冊1

113 安 永9・ 正 ・ 開帳礼録記 冊1
～ 文 政11・3・9

119 安 永9・3・ (方丈遷化等に付) 安能寺→ 冊1

11E 安 永9・6・ 人別御敵帳 御門前中一・入木橋歓蔵 冊1

11E 安 永9・7・ 人別御改帳 松尾寺一〉安能寺法印 ・八木橋歓蔵 冊 玉

117 安 永9・7・ 人別御敵帳 大吉寺→安能寺法印 ・八木橋歓蔵 冊1

i18 安 永9・7・ 人別御歌帳 大野木村神宮寺 ・妙薬寺預り主桑原新 冊1
兵衛→

119 安 永9・7・ 人別御敵帳 浅井郡三河村光明寺一・安能寺法印 ・八 冊1
木橋歓蔵

12C 安 永9・7・ 人別御敵帳 長岡村家能寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法 冊1
印

121 安 永9・7・ 人別御歌帳 観音寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1

122 安 永9・7・ 人別御歌帳(人 別御改帳2冊 の綴) 小室弥勒寺 ・山室小倉寺→八木橋歓蔵 冊1
・安能寺法印

123 安 永9・7・ 人別御敵帳 泉明院→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1

124 安 永9・7・ 人別御歌帳 日光寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1

125 安 永9・7・ 人別御改帳 市場寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1

126 安 永9・7・ 人別御敵帳 常福寺→八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1

127 安 永9・7・ 人別御歌帳 開題寺一》八木橋歓蔵 ・安能寺法印 冊1

128 安 永9・7・ 人別御改帳 菅生寺預 り條左衛門→安能寺 冊1

12f 安 永9.1C・ 念仏堂什物帳 観成院→真正院法印 ・新井主税 冊1

130 天 明2・ 閏3・12 覚(観 音寺塔頭書上) 観音寺役者妙寿院一り正善院 冊1

131 天 明4・ 正 ・25 谷汲山観音入仏供養留記 冊1

132 天 明5・4・ 寂照山什物引渡帳 四冊写(大 吉寺分 積門院→ 冊2
共)

133 天 明5・6・ 新調覚 法類十果房→ 冊1

134 天 明5・6・ 正観院前大僧正俊静代新帳覚(什物改) 即心院観光代法類十薬房→ 冊1

135 天 明5・6・ 成菩提院仏前道具引渡帳 即心院代 十薬房→ 冊1

136 天 明5・6・ 成菩提院諸道具引渡覚帳 即心院観音法教十果房→ 冊1

137 天 明5・6・ 成菩提院霊宝帳 即心院代 即心院観音法教士乗房→ 冊1

138 天 明5・ 諸色請払帳(初 穂納覚帳) 大吉寺→善護院 横5
～ 天 明7・

139 天 明6・ 成菩提院代官由緒書之覚 冊 ユ
～ 文 久 元 ・

140 天 明6・7～8 人別御敵帳(菅 生寺 ・神宮寺等) 冊2

141 天 明6・10・ 成菩提院年貢地名寄帳 冊1

142 天 明6・11・ 本末御歌帳(常 福寺 ・勝光寺 ・宝谷寺 冊 ・5
・三光院 ・大吉寺)

143 天 明6・11・ 寺嫁御改帳(観 音寺 ・安能寺 ・石堂寺 冊11
・光明寺 ・日光寺 ・妙徳院 ・華厳寺 ・

小倉寺 ・名超寺 ・泉明寺 ・市場寺 ・玉

泉院)

144 天 明7・3・ 宗門御敵帳(長 岡寺 ・大野木村 ・北池 冊3
村)

145 天 明7・3・ (彦根藩領末寺書上) 坂田郡観音寺一レ寂照山養護院法印外1 冊1
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No, 年 月 日 資料名(内 容) 差出入一》請取人 形態 ・数量

146 天 明7・5・ 寂照山年中行事 冊1

147 天 明7・7・12 成菩提院什物諸道具之内長持入帳 冊1

148 天 明7・7・ 平等院什物帳(跡 諸色請払共) 名超寺千蔵坊→真正院 冊3

149 寛政 元 ・2・21 寛政元日酉年門前屋敷改帳 門前組頭市内外2→ 冊1

150 寛 政 元 ・3・ 宗門御敵帳 大野木村善左衛門→新井主税 冊1

151 寛 政 元 ・3・ 年戎膳之覚 市場村→新井主税 冊1

152 寛 政 元 ・4・ 成菩提院霊宝帳 恵恩廃藩周代→ 冊1

153 寛 政 元 ・4・ 恵恩院慈周代新寄附覚 恵恩院慈周 ・役人新井主税 ・院代真正 冊1
院→

154 寛 政 元 ・4・ 成菩提院諸道具別渡覚帳 恵恩院慈周代→ 冊1

155 寛政 元 ・4・ 恵恩院御代仏前道具引渡横井正観院前 新井主税 ・真正院→ 冊1
大僧正俊静代新覚帳,即 心院歓孝法印
新覚帳

156 寛政 元 ・9・ 御朱印頂戴記 寂照院無六世樗伽院義 冊1
き

～12・ 本代

15? 寛 政 元 ・10・ 檀末新寄進帳 寂照院珊六世樗伽院議 冊1
～ 寛 政4・8・ 本代

158 (寛政 元)・ 願書井御裁断書写(三 光院隠居不如法
』・冊1

一件)

159 寛 政2・ 正 ・ 平等院跡諸色勘定請払帳 名超村世話人善左衛門→ 横3
～寛政4・

160 寛 政2・4・ 人別御敵帳(日光寺 ・常照院 ・一乗院) 冊3

161 寛 政2・6・ 常照院借金方覚帳 谷汲山惣中→新井主税 横1

162 寛 政2・6・ 常照院什物帳(地 蔵院 ・普門院 ・明王 谷汲山地蔵院他→ 冊1
院 ・一乗院)

163 寛 政3・6・4 坂田郡河内村常福寺什物帳 常福寺一→ 冊1

164 寛 政3・6・5 法谷寺什物帳 渋谷寺→新井主税 冊1

165 寛 政3・6・ 観音寺宝物帳 観音寺一》新井主税 冊1

166 寛 政3・6・ 石堂寺住(什)物 帳 石堂寺→新井主税 冊1

167 寛 政3・6・ 美濃国山県郡伊自良村三光院什物 荘厳寺 ・三光随一・新井主税 冊1

168 寛 政3・6・ 大森村三郎左衛門一件書付写四通 大森村庄屋五郎左衛門一一 冊1

169 寛 政3・ 成菩提院金燈籠勧化帳 冊1

f7C 寛 政3・ 本堂常燈明寄進帳(清滝村 ・長岡村他) 冊10

171 寛 政4・ 閏2・ 名越寺寺録分限御改帳 名越寺千蔵院→新井主税 冊1

172 寛 政4・6・ 成書挺院井末寺人別御改帳 成菩提院→奉行所 冊1

173 寛 政5・10・27 従元文五申年毎年引帳 三和伊左衛門→ 冊1

174 寛 政6・7・ 寺徳買附新普請出来留記 地蔵院→ 冊1

175 寛 政6・7・ 地蔵院普請入用覚(金 銭払覚共) 横3

176 寛 政6・ 閏11・ 御高壁仕方帳 阿部将兵衛→新井主税 冊1

177 寛 政7・ 正 ・ 美濃国谷汲山地蔵院元三大師護摩堂再 冊1
建

178 寛 政8・2・ 寛政元年修理覚 願王院→ 冊1

179 寛 政10・5・ 柏原成菩提院寺領代官掟 冊1

180 寛 政10・5・ 人別御敵帳 新井主税→全性院法印 冊1

18] 寛 政10・5・ 人別御敵帳 門前中→新井主税 冊1

182 寛 政10・7・ 朔 人別改一件東叡山回章留附公儀御触書 台了房→ 冊1
之写右東叡山回章之始二認来リ

183 寛 政10・7・ 江州成菩提院井末寺人別御敵帳 冊1

184 寛 政10・7・ 二条人別御改一停留 台了房_; 冊1



233

『成菩提院文書』の総合的研究

No. 年 月 日 資料名(内 容) 差出人一》請取人 形態 ・数量

185 寛 政10・10・7 恵恩院慈周代新寄附什物援 護本代引 冊1
渡帳

186 寛 政10・10・7 願王院義本代新寄附什物渡帳 願王院義本法類台了房→ 冊1

187 寛 政10・10・7 成菩提院諸道具部類引渡帳 寂照ll殴人親井主税→ 冊1

188 寛 政10・10・7 成菩提院霊宝帳 寂照111代官 新井主税一・ 冊1・

189 寛 政10・11・8 御入院到来記 横1

190 寛 政10-11 三界万霊所常夜燈奉加帳(木 箱入) 冊1

191 寛 政11・ 正 ・ (旧記) 冊1

192 寛 政11・12・ 末山諸用記 冊1

193 寛 政12・2・ ～ 諸般留(松 尾寺正寿院隠居顎外) 冊1

194 寛 政12・5・ 院代装束井供廻着用物皆具新什物大帳 預人新井主税→ 冊1

X95 寛 政12・7・ 御朱印地真慶坊収納帳(法 輪院 ・明王 谷汲山惣 中 ・新井主税一う 冊1
」

院 ・一乗院 ・普内院 ・地蔵院)

196 享 和 元 ・4・ 東叡山清水党略縁起 冊1
t5

,

197 享 和2・2・6 諸道具引渡帳 成菩提院第珊七世丞然 三十七世丞然法類妙忍坊 ・代官新井主 冊1
代 税→

198 享 和2・2・6 霊宝暖 域菩提院第辮七世丞然代 三十七世丞然法類妙忍坊 ・代官新井主 冊1
税→

199 (享 和2・4・ 下
～)
撞木回向料拍帳 冊1

200 享 和2・11・ 谷汲山開帳一件 小横1

201 享 和3・11・ 貞舜法印官金之覚 横1

202 文 化2・11・29 今須宿宝谷寺諸什物帳 右堂寺 ・市場寺一・ 冊 五

203 文 化6・6・12 明星山諸什物御敵帳 掛り惣代石堂寺一》秀繁法印 冊1

204 文 化7.12・ 指上申書上之事(松 尾寺詮寿院勧学房 松尾寺本人詮寿院外3→ 心浄院法印新 綴1
兼帯一件外) 井主税

205 文 化11・9・ 円柱院諸色丁..'物帳(什 物持肝 一件 とも 横1
他文書一件綴)

206 文 化12・3・ ～ 小野篁御真筆小安大般若経修覆勧化帳 円乗院発起心浄院→
一括14

(小安大般若経六〇〇巻修覆関係書)

207 文 化15・3・ 成菩提院御公方地控帳 柏原宿庄屋源右衛門→ 冊1

208 文 化15・4・4 覚(高 根) 清滝村庄屋一・成菩提院役人中 冊1

209 (文化年中) (市場寺明細帳) 市場寺秀仙一・寺社奉行所 冊1

210 文 政2・7・ 甘藍植付砂糖製作不仕振二付書付 成菩提院役人新井主税→御勘定所 冊1

211 文 政3・ 正 ・ liI門大会井伝教大師御忌御回章記 冊1
212 文 政3・3・3 御祝米役米渡手拍会印帳 役 所 一・ 横1

213 文 政4・12・ 住職入院等雑簿 三十九世成菩提院円体→ 冊1
～文政5・

214 文 政5・ 閏 正 ・18 (御奉書写寺廻状綴) 冊.1
～ 文 政5・4・ 朔

215 文 政5・ 閏 正 ・25 御入院前日並記 龍樹院拍→ 冊 亙

216 文 政5・ 閏 正 ・25 仏前道具引渡帳(諸 道具引渡帳あり) 三十八世豪恕弟子松尾明寿院 ・代官新 冊2
井主税一・

217 文 政5・ 正 ・ 東叡山厳浄院法印御入院一件(控) 寂照山役所新井主税→ 冊1

218 文 政5・3・ ～ 宗門送手形 冊1

219 文 政5・3・ 寺送手形之事(人 別送状等綴) 綴1
～ 安 政7・ 正 ・

220 文 政5・4・ 二条人別御改一件留 新井主税→ 冊1
221 文 政5・5・ 人別御改帳(新 井主税御門前中,松 尾 →龍樹院 ・新井主税 綴1

寺 ・観音寺 ・名越寺 ・泉明院 ・大吉寺

白癬 寺来羅 文膿 瀦 あ欝 寺'
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No. 年 月 日 資料名(内 容) 差出人→請取人 形態 ・数量

222 文 政5・6・ 人別御敵二村末山割賦覚 役所新井主税→ 横1

223 文 政5・9.18 明星山諸什物御改帳 寂照111代官 新井主税一・門前 冊i

224 文政5・ 御院領田畑掟帳 市内→ 冊i

225 文 政5・ 江州成菩提院井末寺人別御敵帳 冊1

226 文 政5・ 御院領田畑掟帳 代官新井主税・・ 冊1

227 文 政6・ 正 ・ 御普請御手伝人別帳 檀那世話方中→ 冊1

228 文 政6・2・ 普請二付諸事要用記(廻 状 ・雇人足) 新井主税一・ 横1

229 文 政6・2・ (勧化由緒書) 成菩提院現住円体→ 冊1

230 文 政6・2・ 本堂勧進帳之事 成菩提院円体→ 冊1

231 文 政6・2・ 勧進帳 成菩提院現住円体敬白→ 冊2

232 文 政6・2・ 成菩提院本堂庫裏建替一件 三十九世円体代→ 冊1

233 文 政6・2・ 檀末助成金出入帳 寂照山役所→ 横1

234 文 政6・3.1C～ 諸職人日数帳 成菩提院役所一→ 冊1

235 文 政6・5・12 普請二付金銭畠入相 寂照山役所一・ 横1

236 文 政6・6・ 寂照山成菩提院本堂再建諸向施入 院代龍樹院 ・代官新井主税 ・肝煎 ・末 綴1
山中 ・櫨那中→ 冊3

237 文 政6・9・ 中年灌頂御執行回章記 慈明院→龍樹院 冊1

238 文 政6・12・ 御普請金請取之事 清滝村大工嘉右衛門→成菩提院御役人 小横1
衆中

239 文 政7・ 正 ・21 御願書(濃 州南宮一山井深瀬慈明院申 円乗院 ・妙徳 院他24ケ 寺 一》寂 照山龍
'冊1

絶二付再興願) 樹院 ・新井主税

240 文 政7・ 正 ・ 御居間小書院畳積書(畳 替見積) 横1

241 文 政7・ 正 ・ 本堂諸色什物帳 大吉寺→新井主税 冊1

24`e 文 政7・6・ 濃州谷汲山御直御支配被仰付候節請願 成菩提院役新井主税拍→ 綴1
書留井御奉書留(文 化4年6月 ～文
化5年4月 まで諸願書留)

243 文 政7-8・ 朔 灌頂献立井役割帳(関 係書類綴とも) 寂照山役所新井主税拍→ 冊1
横1

249 文 政7・9・ 申渡(朱 印地 ・除地等の書上 ・下書) 寂照山役所→ 冊1

245 文 政7・9・ (大吉寺 ・福衆院相続願誓一紙文書33 綴1
点)

246 :文政7・ 市場寺古顔書類(延 享2年 ～天明2 寂照山役所→ 綴1
年までの19点 市場寺請願)

247 文政7・ 諸末寺願書類 但シ諸山入組三冊之内 寂照山役所→ 綴1
(元文4年 ～天明3年 までの諸寺願書
写40点)

248 文 政8・2・2 酉ノ年御祝儀米井二役米波方勘定帳 寂照山役所立台→ 横1
～文政9・

249 文 政8・12・ 小書院居間再建入用覚 成菩提院→ 冊1

250 文 政9・ 正 ・19 大雪二而損所之事 松尾寺一山中→ 冊1

251 文 政9・ 正 ・ 雑簿(歴 代住持 ・朱 印状 ・棟札 ・鐘銘 成 菩 提 院 ・一 冊1
外)

252 文 政9・ 正 ・ 文政八面年大雪二付本堂井寺院向破損 坂田郡名題寺→ 冊1
所覚

253 文 政9・ 正 ・ 大雪破損御届書 月光寺→ 冊1

254 文 政9・ 正 ・ 顔向京都掛 り在京日並記 成菩提院代福衆院→ 冊1

255 文 政9・5・ 成菩提院御由緒書(御 免勧化二村由緒 成菩提院一・ 冊3
書上 ※3冊 の内1冊 は年欠 ・後欠)

256 文 政9・5・ 江府願向被申登之旨趣留 成 菩 提 院 一一 冊1

257 文 政9・5・ 成菩提院御由緒書(文 政10年 の由緒 成菩提院→寺社奉行所 冊3
共)
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258 文 政9・6・ (大雪二付客殿再建願類,客 殿再建願, 成菩提院→京都奉行所 綴1
寺院明細,境 内図等4点)

259 文 政9・6・ 入用勘定帳 冊1

260 文 政9・ (寺送 り手形等綴) 綴1
～慶応4・

261 文 政10・8・15 当院中興祐円法印弐百回忌諸留 寂照山役所新井力拍→ 冊1

262 文 政11・8・ 御免勧化村女御寄進帳 江州柏原郷成菩提院→ 冊1

263 文政10・ 檀方人仏事井葬式諸記 寂照山知事→ 冊1

264 文 政11・ 正 ・穀 田地畑屋敷徒 口覚帳 市場寺→ 横1

265 文 政11・7・ 近江国 ・越前国 ・播磨国勧化巡行帳 堀大和守 ・太田播磨守 ・松平伊豆守 ・ 横1
(「勧化状」の包紙あり) 土井大炊頭一・近 江国 ・越 前国 ・播磨 国

御領私領寺社領諸寺社在町中

266 文 政11・8・ 勧化帳序 柏原郷成菩提院→ 冊1

267 文 政11・8・ 御免勧化寺社御寄進帳 柏原郷成菩提院→ 冊1

268 文 政11・8・ 西浦行諸事留 泉 龍 院 一・ 小横1

269 文 政11・8・ 勧化寄進帳 江州柏原成菩提院→ 冊1

270 文 政11・9・ 勧化寄進帳 冊1
271 文 政11・9・ 近江国浅井 ・伊香行諸事留 小横1

272 文 政11・11・ 宮様再度準后宣下御上洛二付出京雑簿 成菩提院円体→ 冊7
全 蹴り末寺色衣願有之

273 文政11・ 子年人別御改二付記録 成菩提院役所一一 冊1

274 文政11・ 人別御改帳(新 井主税 ・御門前中 ・松 →延迎院 ・新井主税 綴1
尾寺 ・観 音寺 ・名超寺 ・大吉寺 ・石堂

寺 ・常福寺 ・安能寺 ・日光寺 ・泉 明寺

寺院別人別帳11冊 の綴)

275 文 政12・2・16 世話方衆許所汐請取渡シ諸事拍 寂照山代官新井主税拍→ 横1
276 文 政12・ 哨静院跡勘定帳(天 保10年 は 「哨静 一山中一》寂照山御役人衆 冊1

～天保10・ 院跡収納勘定帳」) 横1
277 文 政13・ 正 ・ 年中陽波記(日 録) 寂照山院代部屋記→ 冊1
278 文 政13・6・ 御客殿再建末檀儀定録(御 普請元〆勧 柏原村吉村佐八郎他11ケ 村24名,寂 冊1

書院他7ケ 寺世話方松尾寺他9ケ 寺) 照山役人新井主税一・

279 文 政13・6・ 本堂普請諸入用立会控 御普請方元〆詮寿院 ・三光院 他4ケ 横1
村→

280 文 政13・7・ 朔 期限二付被仰山之覚(彦 根藩政改革二 京極右近 ・岡左内 ・多賀越中 ・本庄七 冊1
付) 郎右 衛門一・

281 文 政13・9・ 院領検見免引井役用手帳 新井主税 ・ 小横3

282 文 政13・11・ 院領井祠堂田畑秋皆済帳 新井主税→ 冊1
283 文 政13・12・ 御蔵米仲買請印帳 柏原宿嘉蔵他4ケ 村16名 → 冊1
284 文 政13・12・ 積立講仕方帳 講元円教院引請法類→ 冊}1

285 文政13・ 収納方小書入 役所新井主税→ 一括

286 天 保2・ 正 ・ 末寺年頭暑寒歳末献上 寂照山役所→ 冊1
287 天 保2・10・ ～ 末山諸願書井届暑 冊1
288 天 保2・10・ ～ (院領検見関係,状 共) 新井主税→ 横3
289 天 保2・12・ 院領祠堂田畑収納勘定帳皆済帳 新井主税→ 冊2
290 天保2・ 松尾寺一山田地売払候二村御糺二相成 綴1

書上
291 天 保3・ 正 ・ 門前掛請願向記録 役所新井主税→ 冊1
292 天 保3・ 正 ・ 陽波記(日 記 後欠) 冊1
293 天 保3・ 正 ・ 松尾寺一山掛諸記録 寂照山役所→ 冊1
～慶応4・5・7

294 天 保3・3・ 御相客殿再建末檀寄進帳 横1



236

No. 年 月 日 資料名(内 容) 差出人一》請取人 形態 ・数量

295 天 保3・3・ 谷汲山地蔵院進退願一件 冊1

296 天 保3・6・10 明星画譜4.物故帳 組合惣代石堂寺 ・日光寺 ・常 福寺一→ 冊1

297 天 保3・7・2i 年賦末檀寄附金上納帳 寂照山役所・・ 横1

298 天 保3・9・26 院領検見免引下脹 横1

299 天 保3・10・ 門前免割振 新井主税一・ 横1

300 天保3・ 閏12 院領祠堂五十取立労銀納皆済人別庭帳 新井主税→ 横2
～天保6・

301 天 保3・ 閏11・ 近江国坂田郡之内郷村高帳 近江国成菩提院→勘定所 冊1

302 天 保3・ 閏11・ 近江国坂田郡之内郷村高帳 成菩提院一・御勘定所 冊1

303 天 保4・2・3 末担集会評定目録 寂照山御 普請方元〆中一一 冊1
～ 天 保5・12・8

304 天 保4・3・ (円体法印関係書,円 体法印病記,本 冊 ・ 横
～天保5・ 葬入用) 5

305 天保4・ 谷汲山諸用記 寂照 山役所一・ 冊1

306 天保4・ 御客殿御普請方記録(書院普請入用帳) 冊2

307 天保4・ 成菩提院末寺継目井加行得度礼記録 三十九世円体代一〉 冊1
(安政3年 まで)

308 天 保5・7・ ん 末山諸願書類 冊1

309 天 保5・ 門前江御払米勘定帳 横1

310 天 保6・5・1 銀納方取調勘定帳 新井主税一→ 横1

311 天 保6・9・ 門前当館引割書渡帳 新井主税→ 冊1

312 天 保6・11・ 院領祠堂田畑皆済帳 寂照山役所新井主税一》 横1

313 天 保6・12・ 院領井祠堂田畑収納勘定帳 新井主税→ 冊1

314 天 保6・ 御院領田畑掟帳 代官新井主税 ・門前八郎右衛門→ 冊1

315 天保6・ 天保六乙末年新石出:方帳 新井主税→ 横1

316 天 保6・ 本寺証文下薬(宗門手形 ・本寺証文外) 成菩提院一・ 冊1

317 天 保10・6・ 院領大谷口田畑取調手拍 新井主税→ 小横1

318 天 保8・2・ 天保七年凶作二付諸雑記(現 物なし) 寂照山→ 一

319 天 保8・9・ 院領祠堂田畑検見手帳 新井主税→ 小横1

320 天 保8・9・ 院領秋納五十取立帳 寂照山役所一・ 横3

321 天 保8・12・ 酉勘定目録 末寺惣代→ 冊1

322 天 保8・ 天保八酉年新米畠方覚帳 新井主税 う 横1

323 天 保8・ 御年貢不納方取調 横1

324 天 保9・8・ 成菩提院借財引講中相続方諸向惣勘定 末寺惣代浄光院旦方惣代吉村佐八郎→ 横1
仕法帳(現 物なし)

325 天 保9・9・ 成菩提院末寺ず差出願書写 冊1

326 天 保10・8・ 寺録分限御敵暖 松尾寺一》寂照山役人 冊1

327 天 保10・9・ 院領井祠堂田畑検見手帳 役所新井主税→ 小横1

328 天 保10・10・ 御寺当座借賄方取調帳(現 物な し) 新井主秘 う 横1

329 天 保10・11・ 院領井祠堂田畑収納皆済帳 役所新井主税→ 冊1

330 天 保10・ 亥年御払代金ljl入帳 新井主税→ 横1

331 天 保11・6・14～ 御朱印御改 京東御役所ヨリ御尋二村 成菩提院現住眉目宝聚院椌→ 冊1
上京P記

332 天 保11・11・ 院領井祠堂田畑収納皆済帳 代官新井主税→ 冊2

333 天保11・ 山門大会執行記 成菩提院知事→ 一 括

334 天 保12・6・ 寺録分限縁由書上帳(雛 形) 冊1

335 天 保12・6・ 妙薬院分限醸 大野木村六郎左衛門→成菩提院役僧中 冊1

336 天 保12・6・ 寺録分限其外縁由什宝等書上帳 成菩提院→龍王院法印 ・功徳院法印 冊1
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337 天 保12・6・ 松尾寺末寺明細帳 松尾寺一山中一》龍王院法印 ・功徳院法 冊1
印

338 天 保12・7・ 周F∫代伝法灌頂執行二村借物万端記 寂照山役者→ 横1

339 天 保i2・8・ 末山住侶三緒許状改帳 寂照山知事一・ 1冊1

340 天 保12・8・25 野菜至来日並記 横1

341 天 保12・8・ 当山四十世局円法印伝法灌頂献立 冊1

342 天 保12・8・ 阿閣梨受者捧納如 寂照山役所伝法灌頂執行当山四拾世法 横1
印周円代新井主税拍一・

343 天 保12・8・ 灌頂中末山出勤日並記 寂 照山鑑院一・ 横1

344 天 保12・8・20 西国講衆施物記 横1
～9・25

345 天 保12・9・11 院領検見免引下脹 新井主税→ 横1

346 天 保12・9・23 凶歳死亡霊鳥菩提大施餓鬼執行(奥 に 寂 照山知事一・ 横1
「野菜至来」あり)

347 天 保12・8・ (四十四世局円灌頂執行一件関係 冊2
～ 弘 化4・2・ 一一括) 状6

348 天 保13・4・13 濃州谷汲江末寺御巡見井本尊開帳御来 寂 照山現住周円一う 冊1
福之留

349 天 保13・10・ 当院寺格心得二相成候儀書記(「於役 寂照山役所新井主税→ 冊1
所二記之」 と表紙にあ り)

350 天 保13・12・ 金比羅大権現歳々出入勘定控 別当所十妙坊→ 横1

351 天 保14・8・ 議定書覚写 覚常院 ・鶏足院 ・成菩提院末担世話方 冊1
中

352 天 保14・9・ 寂照山輪番日記 冊1

353 天 保14・9・ 御改無住書上帳 大野木村栄昌山神宮寺一》龍王院法印 ・ 冊1
功徳院法印

354 天 保14・3・ (松尾寺末寺明細書上) 松尾寺一山中→鑑院法印 ・新井主税 冊1

355 天保14・ 天保十四卯年新米出方覚 新井主税→ 横1

356 天 保15・ 正 ・ 諸記録(天 保14年 ～嘉永元年12月 の 寂照Ill役所 → 冊1
達書筆写)

357 天 保1s・ 正 ・ 周円法印御代開帳礼録一一巻委書記 寂照山役所一・ 冊1
～ 嘉 永5・3・7

358 天 保15・2・ 志賀谷借用金義二村口書井借用方剤納 成菩提院担方世話方惣代杉沢村樋口三 綴1
等覚書 郎兵衛 ・大沢謹厳 ・同末寺方世話方惣

代観音寺修善院一〉柏原宿場助次郎 ・西
川瀬右衛門 ・吉村佐八郎 ・杉野市大夫
・堤新之助

359 弘 化2・ 新穀出方控帳 寂照山役所→ 横1

360 弘 化3.12・29 申渡請印帳(成 菩提院門前へli名 役所→ 冊1
現物なし)

361 弘 化3・i2・ 午年御払米代金差引書 冊1
362 弘化3・ 午年米側方覚書 冊1

363 弘 化4・5・23 当山四十三世 本誓院周円法印本葬之 寂照山記録方→ 横1
記

364 弘 化4・5・26 成菩提院要用記 冊1
～嘉永2・

365 弘 化4・6・29 成菩提院仕法二付議定連印帳(現 物な 末寺惣代石堂寺代官新井主税→ 冊1
し)

366 弘 化4・6・ 成菩提院借財方仕法帳(現 物なし) 末寺惣代正寿院代官新井主税→ 冊1
367 弘 化4・7・ 弘化四未ノ七月惣通付取調手帳(金 銭 寂照山一・ 横1

出入)

368 弘 化4・7・ 当山三十九世円体法印 四十世局円法 冊1
印画代新寄附帳
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369 弘 化4・9・14～ 院領立会検見免引帳 寺領代官新井主税→ 横5

370 弘 化4・10・ 院領祠堂田畑屋敷秋納皆済帳(後 欠) 冊1

371 弘 化4・ 末山色衣願書井御講一巻留記 寂照山役所→ 冊1

372 弘 化5・ 正 ・ 伊吹山観音寺順老福寿院色衣願書井添 冊1
簡願書之拍

373 弘 化5・3・ 本堂再建勧進万人連社施餓鬼化縁 発起主深達院外7ケ 寺一》 冊1

374 弘 化5・3・ 本堂再建勧進万人講施餓鬼化縁之状 江州坂田郡柏原寂照山円成成寺菩提院 冊1
知事→

375 嘉 永 元 ・正 ・ 普請組覚帳 冊1
～明治3・

376 嘉 永 元 ・7・10 嘉永元中年ず歳記 番付帳外飛々施入 成菩提院知事 ・ 冊1
～ 嘉 永3・8・ 法名人名記

377 嘉 永 元 ・7・ 惣施入料物預り取調帳 寂照山知事→ 横1

378 嘉 永 元 ・8.12 大洪水院領損所普請諸記録 新井主税→ 冊1

379 嘉 永 元 ・10・ 当室事務山門御両院宮川三左衛門役中 寂照山役所→ 綴1
～ 慶 応4・8・ 調之末寺諸願書類

380 嘉 永 元 ・ 院領収納勘定目録 新井主税→ 冊1

381 嘉 永2・3・ 成菩提院収納米高井代金遣払勘定帳 鑑院深達院外10→ 冊1

382 嘉 永2・9・ ～ 諸事願書井取引畜類留記 石堂寺代勤中→ 冊1

383 嘉 永2・9・ 廃頽井祠堂田畑検見手帳 検見立会中→ 小横1

384 嘉 永2・10・ 山門御伺草案 寂照山世話:方→ 冊1

385 嘉 永2・12・ 要答達書 鶏足院権僧正覚常院一〉 冊1

386 嘉 永2・12・ 新井氏諸書類請取目録 寂照院末檀世話方→ 横1

387 嘉 永3・6・ 諸記録 寂照山→ 冊1

388 嘉 永3・7・ 山門書状拍 福寿院宮川三左衛門→ 横1

389 嘉 永3・7・ ～ 諸用留 寂照山→ 冊1

390 嘉 永3・10・ 五十年貢取立帳 横3
～嘉永7・

391 嘉 永3・12・ 止メ二相成候当院御預 リ 鶏足院覚道 寂照山世話方講中→ 冊1
院様従正覚院様江今般御譲 リ(御 趣意
一件入用書類之写)

392 嘉 永3・ 立穐二十一H夜 大風雨院領境内荒所書 寂照 由役人一・ 袋1
物入 冊1

393 嘉 永3・ 秋 ・～ 東叡山二条御触書 寂照山知事→

394 嘉 永3・ ～ 四十二世義孝法印代二至ル 従嘉永二 当院事務鶏足院 ・堂堂院→ 冊1
戌冬 観音寺一山諸願書類

395 嘉 永3・ 大風両院領大破手控(万 延元年洪水川 冊1
除普請目論見書共)

396 嘉 永4・1・1 諸用留(嘉 永4年 成菩提院諸事日誌) 寂照山政所福寿院宮川三左衛門 一・ 冊1
～12・29

397 嘉 永4・8・ 寺領高調帳(末 寺有) 成菩提院→ 冊1

39E 嘉 永4・12・ 院領祠堂田畑屋敷収納皆済帳 仮代官宮川三左衛門他→ 冊1

399 嘉 永4・12・ 成菩提院収納米高井代金請払勘定帳 成菩提院鑑院深達院他8→ 冊1
(現物なし)

400 嘉 永5.1・ 諸用留 寂照 山役所一一 冊1

401 嘉 永5・5・25 御入院之節前御預リヨリ御賄勘定帳 横6

402 嘉 永5・5・ 霊宝帳 仮代官宮川三左衛門一・ 冊1

403 嘉 永5・5・ 仏前道具引渡帳(三 冊之内,第 四十一 覚常院法印 恵雲院他2→ 冊1
世亮秀代)

404 嘉 永5・5・ 山門従大慈院転住入院諸記録 四十一世亮秀 法印代・一 冊1

405 嘉 永5・11・ 御相殿御再建記録 成菩提院一〉 冊1
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406 嘉 永5・12・29 申渡印帳(諸 事取締 ・野業出精 ・親孝 寂照山役所一・ 冊1
行等17名 連印)

407 嘉 永5・12・ 収納米高井代金受払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1

408 嘉 永5・10・ 年貢代銀請払帳 寂照山収納方→ 横3
～嘉永7・

409 嘉 永5^一7 年貢収納帳 寂照山年貢方一・ 横3

410 嘉 永6・ レ 年中行事控 寂照山別 当所 一・ 冊1

411 嘉 永6・3・22 御相殿御再建顔附釦 寂照山普請方→ 横1

412 嘉 永6・12・ 収納米高井代金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1

413 嘉 永6・12・ 院領私領田畑屋敷収納皆済帳 深達院 ・宮川三左 衛門 ・吉村逸平一・ 冊1

419 嘉 永7・1・ 松尾寺正寿院幸輪ず清瀧徳源院入組金 寂照山役人→ 冊1
子講論一件書附留

415 嘉 永7・1・ 諸日記 冊1

416 安 政 元 ・12・ 収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川 三左 衛門 ・吉村逸平一→ 冊1

417 安 政2・ 正 ・ 日耕記 当山御預 り山門恵心院僧正代→ 冊1

418 安 政2・12・29 申渡請印帳 寂照山役所→ 冊1

419 安 政2.12・ 収納米代弾借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1

420 安 政2・ 当山蔵米払分帳 寂照山収納方中→ 横1

421 安 政2・3・ 山門恵心院僧正様御預り中御談事掛合 成菩提院役人世話方中→ 横1
留

422 安 政2～4・ 年貢収納帳 寂照山収納:方→ 横3

423 安 政2～5・ 年貢代金請払帳 寂照 山収納方一・ 横9

424 安 政2～6・ 五十年貢取立帳 寂照山収納方→ 横5

425 安 政3・9・ 院領井祠堂田畑検見手拍 寂照山宮川三左衛門拍→ 小横1

426 安 政3・2・18 葬式買物覚(秋 光院病死二←D 門前組頭中→ 横1

427 安 政3・12・29 申渡請印帳(寺 中取締等) 寂照 山役所一・ 冊1

428 安 政3・12・ 院領祠堂田畑屋敷収納皆済帳 成菩提院鑑院 ・鑑院深達院外2→ 冊1

429 安政3.12 収納米代井借入金請払勘定帳 鑑院深達院外2→ 冊1

430 安政3・ 梵鐘之儀こ付書付 成菩提院末濃州山県郡大森村三光院→ 冊2
奉行所

43ユ 安政3・ 梵鐘之儀こ付書付(成 菩提院 ・安能寺 冊53
・光明院 ・小倉寺 ・市場 寺 ・日光寺 ・

名越 寺 ・常福寺 ・菅生寺 ・宝谷寺 ・三

光院 ・華厳寺)

432 安 政4・ 正 ・ 口耕記 寂照 山役所一・ 冊1

433 安 政4・ 正 ・ 御相殿御普請方請払鰻丼材木寄進名前 寂照山→ 横1
留

434 安 政4・ 正 ・13 成菩提院末寺継月井加行得度礼撮記 院代福寿院一・ 綴1
～ 元 治 元 ・9・ 当山預り山門恵心院大増正至義孝法印

代(「元治元甲子年七月近末井美濃末
諸掛記録 四十三世義孝法印代 鳳亮
法印代 ・寂照山役所」(元 治元～明治
2年)を あわせて綴)

435 安 政4・2・30 申渡請印帳(火 の用心 ・倹約 ・親孝行 権右衛門外16名 連印一レ寂照山役所 冊1
等諸事取締)

43E 安 政4・3.14 御相殿御再建顔附拍 寂照山普請方一・ 横1

437 安 政4・ 重2・ 収納米代井借入金請払勘定懐(御 相殿 鑑院深達 院一・ 冊1
御普請入用請払勘定帳合綴)

438 安 政4・12・ 院領祠堂田畑屋敷収納皆済帳 冊1
439 (安政4)・ 従慶長十三年 公儀御代々御朱印頂戴 寂照山成 菩提院一一 冊1

記
440 安 政5・ 正 ・ 山門書状拍 横1
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441 安 政5・10・26 売渡米切手押切勘定帳 寂照山収納所→ 横1
442 安 政5・10・ 年貢勘定帳 寂照山収納方一・ 横1
443 安 政5・12・ 成菩提院 収納米代井借入金請払勘定 鑑院深達院一一 冊2

帳

444 安政5・ 安政五午歳諸払附込帳 寂照山用部屋→ 冊1
445 安政5・ 御相殿再建新寄附色々名簿帳 成菩提院役人一・ 冊1
446 安 政6・10・17 御朱印御敵二村参府 於京都御漏向頂 成菩提院→ 冊1

戴 諸記録
447 安 政6・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 鑑院深達院外2今 冊1
448 安 政6・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 鑑院深達院外2一 ・ 冊1
449 万 延 元 ・7・17 大風雨二村院領荒所手拍 宮川三左衛門 ・吉村逸平一・ 小横1
450 万 延 元 ・8・12 裏山下刈柴入札帳 寂照山役人→ 横1
451 万 延 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平一・ 冊1

452 万 延 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
453 万 延 元 ・12・ 成菩提院院領田畑屋敷収納勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平一・ 冊1
459 万 延 元 ・12・ 成菩提院院領田畑屋敷収納勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
455 万 延 元・ 東台来状綴込帳 四十三世義孝法印代成菩提院→ 冊1
456 万 延 元 ・12・ 二条東叡山御触書留書 当山四十三世義孝法印代成菩提院→ 冊1

～ 文 久3・ 正 ・

457 万 延2・ 正 ・ 日掛記 冊1
458 文 久 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 鑑院深達院外→ 冊1
459 文 久 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平 → 冊1
460 文 久 元 ・2・ 年貢収納帳 寂照山代官方→ 横2
461 文 久2・3・ 慈覚大師.卜年御忌記録 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
462 文 久2・3・ 五十年貢収納帳 寂照山代官→ 横2
463 文 久2・5・15 輪門様御上洛二付出京留書 成菩提院代官方→円覚院 冊1
469 文 久2・7・ 廻状(公 儀本丸火災二村御献金一件) 四十三世義孝法印代一》松尾寺他19ケ寺 横1
465 文 久2・1レ 院領祠堂田畑屋敷収納皆済帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平→ 冊1
466 文久2・1レ 玄関末山詰所所化部屋再建寄附帳(図 寂照山役所一・ 横1

面 とも) 冊1
467 文 久2・1レ 蔵米代金取立井手形割印帳 寂照山代官→ 横1
468 文 久2・12・ 口上書を以御願申上度候之覚(南 宮社 三輪善四郎→吉村逸平 ・宮川三左衛門 冊1

家大屋市正相続人の㈲
469 文 久2・ 文久二年成年収納仮勘定目録 寂照山代官方一・ 横1
470 文 久3・2・ 玄関木材井建具類控帳 横1
471 文 久3・8・ 灌頂関係(奉納拍 ・膳部献立 ・諸入用) 寂照山用部屋 ・役所→ 横1
472 文 久3・9・ 天の川筋通船開拓之儀二付用留 成菩提院役所→ 冊1
473 文 久4・ 正 ・ 二条東叡山御触留書(内 容文久3～ 文 寂照用部屋→ 冊1

久5年)

474 元 治 元 ・7・ 末山色衣願書労御講一条留書 寂照照役所一・ 冊1
475 元 治 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平 ・樋 冊1

口権左衛門→

476 元 治 元 ・12・ 成菩提院収納米代芽借入金請払勘定帳 深達院外3名 一・ 冊1

477 慶 応元 ・閏5・14 公法横倒進発御旅館御窺留 成菩提焼殺人中→ 冊1
478 慶 応 元 ・7・ 二条東叡山御書留記 樋 口権左衛門一・ 冊1

～ 明 治 元 ・9・

479 慶 応 元 ・11・25 御住職御取極倒相談返書之下井□年□勘定書
下

寂照山→ 冊1

480 慶 応 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院一・ 冊1
481 慶 応 元 ・12・ 成菩提院収納米代井借入金請払勘定帳 深達院外3名 一・ 冊1
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482 慶 応 元 ・12・ 御奉書井御書附写 冊1

483 慶 応2・6・7 御入院慶応二年六月七旧御行例留 横1

484 慶 応2・11・ 五十日年貢米蔵入帳 寂照 山代官方・一 横2

48E 慶 応2・12・ 成菩提院収納米井借入金勘定帳 深達院 外3一 ・ 冊1

486 慶 応2・ 年貢収納帳(慶 応3年 分共) 寂照山代官方一・ 横1

487 慶 応3・8・ 濃州大境村砂箱院一件(妙 徳院無住の 袋1
ため金屋村玉泉院昭達伝住)

488 慶 応3・12・ 成菩提院収納米井借入金勘定帳 深達院 ・宮川三左衛門 ・吉村逸平 ・樋 冊1
口権左衛門 一・

489 慶 応4・3・ 奉願上口上覧(成 菩提院の由緒を書き 冊1
上げ寺領の安堵願)

490 慶 応4・2・ 奉願上口上覧(美 濃国中山南宮社由緒 濃州一宮南宮寺社惣代真禅院外→太政 冊1
並に御宝酢御祈願所願) 官神祇役所

491 慶 応4・5・ 寺領御判物御朱印写 成菩提院→ 冊1

492 慶 応4・5・ 以書付御願申上候(観 明院住職一件) 観明院→宗門奉行所 綴1
～ 明 治2・5・14

493 慶 応4・9・ 松尾寺 ・末寺塔頭明細帳 松尾寺惣中一シ寂照山御役人 冊1

494 慶 応4・9・ 比叡山回章留記 寂照山書記方→ 冊1

⇔ 近代書冊文書

No. 年 月H 資料名(内 容) 差出人→請取人 形態 ・数量

1 明 治1・8・ 明治元年辰八月 市場寺一件書物 成菩提院→ 袋1

2 明 治2・4・ 成菩提院領租税録 成菩提院役者全性院→ 冊1

3 明 治2・4・ 明細書上帳拍 成菩提院領坂田郡小野村→ 冊1

4 明 治2・5・ 松尾寺一山掛諸記録 寂照 山知事一・ 冊 エ

5 明 治2・8・ 大会御回章控(竪 者年戒膜提出 ・白帽 成菩提院知事一・ 冊1
子着用禁止)

6 明 治2・9・23 明治二巳年ヨリ成菩提院末 ・継目井加 孝健法印代院代 金性院→ 冊1
～ 明 治5・3・25 行得度慶礼撮記

7 明 治2・11・ 分限帳 坂田郡名越寺恵光山名超寺一・寂照山役 冊1
所

8 明 治2・12・ 分限御改帳 坂田郡長 岡郷家能寺一・ 冊1

9 明 治2・12・ 成菩提院収納米寿借入金勘定帳 鑑院全:性院外3→ 冊1

10 明 治2・ 布告写 寂照山執事一・ 冊1

11 明治2,3年 高反別物成収納辻書上帳(布 告書 ・成 全性院一・ 綴1
菩提院寺号其外明紙帳外合綴)

12 明治2,4,6年 院領井祠堂田畑毛見控 寂照山吉村逸平 ・宮川三左衛門→ 小横3

13 明 治3・4・ 分限御政党 成菩提院一・久遠成院法印外2 綴1

14 明 治3・3・ 人別御敵帳 組頭太蔵外2一・宮川三左衛門 ・吉村逸 冊1
平

15 明 治3・3・ 近江国坂田郡柏原郷成菩提院 門前人 成菩提院役者 ・全性院一レ 冊1
別宗旨御敵帳

16 明 治4・2・ 田畑山林高反別帳 成菩提院→ 冊1

17 明 治4・2・ 御朱印地弾除地上知一件諸留記 成菩提院→. 冊1

18 明 治4・3・ 境内並田畑山林高町歩書上帳 成菩提院一・郡山藩役所 冊1

19 明 治4・3・ 当院門前元領分人別書 成菩提院一》 横1

20 明 治4・3・ 当院門前元領分人別帳 成菩提院→ 横1
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No. 年 月 日 資料名(内 容) 差出人→請取人 形態 ・数量

21 明 治4・7・ 近江国坂田郡柏原村小野方祭神社取調 柏原村祠官曽我豊→ 冊1
書

22 明 治4・9・ 元朱印地永荒地高反別書上 柏原村成菩提院→ 綴1

23 明 治4・12・ 成菩提院収納米井備入金勘定帳 冊1

24 (明 治4)・ ～ 御布令写 寂照山→ 冊1

25 明 治5・2・ 奉願上候口上之覚(泉 明院玄瑞進退願 泉明院玄瑞外1一}本刹執事中 綴1
外)

26 明 治5・3・ 弐拾ケ年取米見込低下(嘉 永4年 ～ 冊1
明治3年 年貢書上)

27 明 治5・9・ 什物書上 成菩提院→ 綴1

28 明 治6・1・ 死者取葬御届書(明 治5,6年 死亡届) 坂田郡第一区柏原村成菩提院→滋賀県 綴2
令松田道之

29 明 治6・1・ 苗字御届書(住 職鍋田孝健) 成菩提院→ 冊1

30 明 治6・4・ 除地御払下ケ願書(成 菩提院 ・妙薬寺 成菩提院住鍋田孝健一・ 綴1
境内)

31 明 治6・4・ (境内 ・山林反別 ・檀家数等書上) 成菩提院住職鍋田孝健一・ 綴1

32 明 治6・4・ (寺院明細書成菩提院 ・念仏堂 ・妙薬 成菩提院住職兼務鍋田孝健→ 綴1
寺 ・神宮寺分)

33 明 治6・7・ 教部懸布告書 冊2

34 (明治6)・ 阪田郡山東組諸宗寺院姓名録 会所成菩提院→ 冊 ・綴2

35 (明治6)・ 当山末寺住職進退諸願雑書 冊1

36 明治7・ 境内建物間数取調上書写,境 内建物間 寂照山→ 綴1
～ 明 治8・8・20 数取調上書写井再間数改鎮守墓地所,

粗略図書之及境内外樹木等

37 明 治7・12・24 明治八亥年 数部懸布告書,公 布中教 冊1
～ 明 治8・11・25 院倶

38 明 治7・12・ 所有地反別代価旧作人取調書 成菩提院→ 冊1

39 A治8・8・ 村高所有地取調書(※ 「御歳貢井収納 観音寺村→ 綴1
米取調書」あ り)

40 明 治8・10・ 観音寺一山二付諸願井雑書 綴1

41 明 治9・2・14 阪田郡諸寺院取調 舷頭成菩提院控一・ 冊1

42 明 治9・4・ 明治丸子年分末寺願書遠 く副書等一切 冊1
～12・20 之書写記)

43 明 治9・9・2 阪田浅井両部 本院基本金篤志標 本宗会計課一・成菩提院三浦良灌 冊2

44 明 治9・13・ 所有地反別地価簿 成菩提院→ 冊1

45 明 治9・12・26 千部会篤志金未納人名記 寂照山成菩提院→ 横1

46 (明治9～11)・ (名超寺 ・常福寺相続,観 音寺建物取 冊1
畳願外)

47 明 治10・1・19 中大教院概略集括 明治十年布告 舷頭寂照山執具→ 冊1
～12・26

48 明 治10・i 小作証文之写(小 作証文 ・清書 ・念仏 綴1
～ 明 治12・ 堂舎寺二付跡地御処分御伺書等13点)

49 明 治10・3・ 年内祈願録 冊1

50 明 治10・8・ 梵鐘御取調二村申上書(梵 鐘再鋳件返 江州犬上郡第四区古沢村仙琳寺→ 冊1
答)

51 明 治10・10・1 戦死追善篤志簿 小野組 阪田郡天台宗小数院→ 冊1

52 明 治10・10・ 天台宗仏器什物取調簿 住職三浦良灌一》滋賀県権令籠手田安定 冊1

53 明 治10.11・10 (延暦寺 ・大教院永続維持金規約,住 綴1
職選任許可につき)

54 明 治10・12・20 記(死 亡届講式) 副 戸 長 一・ ・ 冊1

55 明治10・ 松尾寺住職三家昭海教:導職堪任二付放 松尾寺世話当檀家井養運院一・ 冊1
障一件雑書
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56 明治10・ 地券更正 明治十年小作米金取立名簿 成菩提院→ 冊1
二冊之下

57 明 治10・ 松尾寺一・山故障二付三家昭海中立井願 冊1
書類雑記

58 明 治11・1・ 山門及中教院布達其余末山住職進退井 冊1
公布等雑書

59 明 治11・5・15 浄土曼茶羅篤志簿 成菩提院→ 冊1

60 明 治12・11・ 成菩提院所有地小作簿 二冊之内上 横1

61 明 治12.12・ 従来取扱書雑綴冊 末寺願書逮目副書 冊1
等一切之書写記二冊目改

62 明治12・ 山門及中教院布告其余朱門住職進退公 冊1
布等i雄編一冊

63 明 治13・3・11 (祈念録 表紙欠) 冊1

64 明 治13・12・ 松尾寺事件書類 冊1

65 明治13・ 明治十三年布告雑記(来 院住職進退 ・ 冊1
院内内諸記)

66 明 治14・5・ 記(山 地 ・樋口村へ出作反別書上外) 綴4

67 明 治 夏4・9・9 住職進退願(華 厳寺住職後任高木習道 華厳寺住職試補加納豪献外10→ 本寺 綴1
へ) 成菩提院中

6E 明治14・ 明治十四年商郡内請費及十五年一月廿 綴1
～ 明 治15・1.20 日宗務所会議こ付担代出頭ノ諸費

69 明 治14・1・ 賦課金 成菩提院末寺 日光寺他9ケ 寺一〉天台 綴1
宗務所

70 明 治15・1・9 死者取葬御届書 成菩提院住職機中講義三浦良灌→ 冊}1

71 明治15・ 年内雑書綴明治十五年宗公庶布告雑記 冊1

72 明治16・ 第弐号浄土院施入芳名簿 願主唯我韻舜→ 冊1

73 明 治17・1・3 死者取葬御届書(死 者取葬届書2通) 天台宗成菩提院住職少講義鍋田孝健→ 綴1
滋賀県令籠手田安定

74 明 治17・1・ 委任状(檀 家総代選定の委任状) 杉之沢村檀家惣代樋 口新四郎他10ケ 冊1
村11名 →檀家惣代撰定人宮川権三他
3ケ 村4名

75 明 治17・12・ 妙想院明細書合併願 玉泉院住職兼務加納完誠一う岐阜県令小 綴1
崎利準

76 (明治17)・ 本山江寺用願書(凶 作のため賦課金兜 成菩提院住職鍋 田孝健外8名 →管長 冊 ・綴2
除,寺 格等級退願) 大福覚宝

77 明 治18・4・ 明細取調帳 三光院→ 冊1
78 明 治20・3・8 祈念録 冊1
79 明 治21・7・ 年内祈念録(後 欠) 冊1

8⑪ 明 治22・5・ 長日祈念人別記 法主龍宝院光賢代→ 冊1
81 明治22・ 歓喜尊天堂篤志簿 成菩提院世話方殿村木間太他2一》. 冊1

82 明治22,23年 度 庶務会計簿 冊1

83 明 治23・8・ 真言宗古新在家勤行法則四和讃(岡 嶋 冊1
写本)

84 明 治23・12・ 本山堂営繕篤志簿 成菩提院→ 冊1

85 明 治24・8・1 祈念録 天台寺門平等金剛龍宝院岡嶋光賢代一一 冊1
～ 明 治25・6・4

86 明 治24・11・9 祈念録 冊1
87 明 治24・12・ 什器追加外物晶(什 器引継届とも) 柏原村成菩提院一一 冊2
88 明治24一 日計簿(日 計簿部分精算簿とも合冊) 柏原村字柏原成菩提院一・ 冊1
89 明治24・ (布告廻連類綴) 綴1
9⑰ 朋 治26・9・ 祈念録 冊1

91 明治27・ 院費出納精算簿 冊1
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92 明 治28・8・ 第十一号仏儀寄附連名帳(清 滝 ・須川 成菩提院執事一・ 綴1
・柏 原 ・杉沢 ・北 地 ・常喜外 ※10

冊を合冊)

93 明 治29・4・ 千部普照出入清算簿 成菩提院→ 冊1

94 明 治30・ 祈念人別録 冊2
明治45・ 祈念録

95 明 治33・8・ 祈念録 冊1

96 明 治38・1・5～ 大般若理趣分 不動慈散光 寒中行法 行者平等金剛金味→ 冊1
修行

97 (明治) 延暦寺里本坊建築篤志表 延暦寺幹寺→ 冊 重

98 (明治) 備忘記(金 銭出納雑記 ・外請取) 横 ・状3

99 (明治) (過去帳より戦国時代分抜書) 横1
100 (明治) 寺院明細帳 松尾寺寺中養運院 ・観明院→ 冊1

101 大 正2・2・3 日生供修行人別記 横1

102 大 正3・4・8 祈念録 冊1

103 昭 和17・12・ 昭和十七年度小作掟口台帳 柏原村成菩提院総代→ 冊1

(ふ くだ ・えい じろう 本学名誉教授)


